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～教師としての資質向上のために～ 

「研修案内」活用方法 

総合教育センターでは… 

 「第４期教育振興基本計画」及び「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指

標」（以下、「指標」という。）を踏まえ、「令和６年度 埼玉県教員研修計画」に基づき、学

び続ける教職員の育成を目指し、教職員のキャリアステージに応じて、総合的・体系的な

研修を実施します。 

★教職員の皆様
◇まず、自身に該当する「指標」をチェックしてください。

◇自身の資質を向上させるために、自己評価シートを活用してください。

◇本誌は次のとおりに御活用ください。

  １ 自分のキャリアステージを確認したいとき・・・・・・・P.５，７，９

  ２ 研修の前後で成果を確認したいとき ・・・・・・・P.６，８，10

  ３ 研修の全体像を知りたいとき ・・・・・・・P.４

  ４ 研修個々の概要や受講対象等を知りたいとき・・・・・・P.12～ 

５ 専門研修は何かを知りたいとき ・・・・・・・P.13～

 希望の研修（専門研修）を受講して、自身の教師としての資質を向上させませんか。 

受講申込みについては、管理職に相談してください。（P.54） 

★学校管理職の皆様
◇自身の管理職としての資質を向上させるため、また、所属職員の資質向上のため、次

のとおりに御活用ください。 

  また、研修の受講奨励を行う際は、この「研修案内」を御活用ください。 

１ 管理職としての指標を確認したいとき  ・・・・・・・P.５，７，９ 

２ 管理職対象の専門研修は何かを知りたいとき・・・・・・P.15 

３ 所属の教職員のキャリアステージを確認したいとき・・・P.５，７，９ 

＊年度途中に開催を決定する研修の案内方法について 

 各学校宛てに通知しますが、総合教育センターの HP「研修」ページにおいて案内しま

すので、随時御確認ください。 
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教育公務員特例法第22条の５の規定に基づく研修履歴の記録の作成は、同法第22条の６の規定
に基づく資質の向上に関する指導助言等の際に当該記録を活用することにより、教師が自らの学
びを振り返るとともに、学校管理職等が研修の奨励を含む適切な指導助言を行うことにより、効
果的かつ主体的な資質向上・能力開発に資するために実施する。
また、同法第22条の６第２項の規定に基づく資質の向上に関する指導助言等は、同法第22条の

５の規定に基づく研修履歴の記録を活用し、教師と管理職等が対話を行う中で、教師自らの研修
ニーズ、自分の強みや弱み、今後伸ばすべき力や学校で果たすべき役割などを踏まえ、当該教諭
の意向を十分くみとりながら、必要な学びを主体的に行うために実施する。

令和６年度 埼玉県教員研修計画 埼玉県教育委員会

次代を担う子供たち一人一人を認め、鍛え、育むためには、個々の教員が教育に対する情熱と
使命感を持ち、学び続ける教員としての在り方を自覚しながら、個性を生かし、能力を発揮する
必要がある。そのために教員同士が学び合い、高め合い、学び続ける目的意識を持ち、ステージ
アップ及び資質の向上を図ることができるよう本研修計画を策定する。

教員等が「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」を踏まえて、資質の向上・
積み上げを図ることができるよう、年次経験者研修、特定研修、専門研修等を実施する。これら
の研修に加えて、学校におけるＯＪＴをとおして、教員等一人一人のステージアップを図り、優
れた指導力と使命感を兼ね備えた教員等の着実な育成を行う。

○常に自己研鑽に努め、主体的・自律的に学ぶ
○教育公務員としての使命を自覚し、高い倫理観と生徒等への教育的愛情を持つ
○豊かな人間性、コミュニケーション力、人権意識、幅広い教養や視野を持ち、家庭や地域など
誰とでも協働する

（２）特定研修（特定の職務等により受講する研修）
学校や地域の教育活動の推進に必要な特定の任務遂行に関する専門的な知識の習得及び技能の

向上を図るとともに、喫緊の教育課題の解決に資する。
●幼児理解研修会 ●小学校理科指導力向上研修会 ●高等学校実習教員（理科）研修会
●外国語活動・外国語指導者研修会 ●道徳教育推進者養成研修会 ●中期研修会
●生徒指導・教育相談上級研修会 ●通級指導教室新担当教員研修会 ●特別支援学校新担当教員研修会
●特別支援学級新担当教員研修会（本採用者対象） ●特別支援教育コーディネーター研修会（幼小中・特別支援学校）
●多様な生徒に寄り添う・支えるコーディネーター研修会（高校基礎・高校実践）
●特別支援学級新担当教員育成研修会（臨時的任用者対象）●高等学校農業科新任教員等実技研修

（４）管理職研修（管理職が受講する研修）
校長・教頭等に、管理職として必要な総合的なマネジメント能力やリーダーシップを身に付け

させ、資質の向上を図る。
●校長・教頭・主幹教諭等研修 ●管理職候補者研修 ●校長候補者研修 ●教頭候補者研修 等

（３）専門研修（希望して受講する研修）
各教科等における指導力の向上を目指し、基本的事項から専門的事項までの幅広い知識の習得

及び技能の向上を図る。
●各教科等分野 ●特別支援教育分野 ●国際理解分野 ●教育の情報化分野 ●食農分野 ●生涯学習分野
●マネジメント分野 ●生徒指導・教育相談分野 ●管理職関係分野 等

（１）連携協力
大学・研究機関と、教員の資質の向上及び教育上の諸課題の対応のため連携協力して実践的な

研究・研修を行い、その成果を生かして埼玉県の教育の充実・発展を図る。

（２）その他
○研修の実施にあたっては、研修会の振り返り等を実施し、内容の改善に役立てる。
○効率的な研修が実施されるよう、実施時期、方法、内容等の検討を常に行う。

（１）年次経験者研修（経験年数に応じて受講する研修）
教員等一人一人のキャリアステージに応じ、全ての教員等の専門職として必要な知識の習得及

び技能の向上を図る。
●（初年度）初任者研修 新規採用教員研修 ●（２年目）ステップ・アップ研修【小中学校】
●（３年目）ジャンプ・アップ研修【小中学校】
●（５年目）５年経験者研修 ●（10年目）中堅教諭等資質向上研修 ●（20年目）２０年経験者研修

※各研修の実施方法、実施施設等については、各研修の実施要項等を参照

変化の激しい時代において、これからの教員は、学校を取り巻く環境の変化を前向きに受け止
め、主体性を発揮しながら、個別最適な学び、協働的な学びにより、教職生涯を通じて「学び続
ける」姿勢が求められる。教員免許更新制が発展的解消されたことを受け、管理職との対話によ
る受講奨励に基づき、自身のキャリアにおいて必要と考えられる内容について、主体的に研修受
講をしていくことが肝要である。

【教諭等に求められる資質能力】

（５）要請研修（要請に応じて指導主事を派遣する研修）
市町村教育委員会や学校等が主催する研修会に、テーマに応じて総合教育センターの指導主事

等を指導者として派遣する。
＜研修テーマ例＞
●学校組織マネジメント概要 ●多文化共生・日本語指導 ●情報モラル・情報セキュリティ ●校務の情報化
●各教科における学力向上等 ●ICTを活用した授業改善 ●若手教員授業力向上等 ●小学校外国語・外国語活動
●体力向上・体育科経営 ●道徳教育 ●コンクール審査・指導講評 ●学習指導要領に基づく学習評価等
●総合的な探究の時間成果発表会における指導講評 ●校内授業研究会・研究授業における指導講評
●「主体的・対話的で深い学び」への授業改善 ●教科横断的な学び ●カリキュラム・マネジメント 等

６ 研修の推進に係る事項

５ 研修体系

４ 研修履歴の記録及び資質の向上に関する指導助言等

３ 埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標

２ 埼玉県の教員として持ち続けてほしい素養

１ 基本方針

【管理職（校長等）に求められる資質能力】
◆
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
応
じ

た
資
質
能
力
を
定
め
る
。

◆

※実施方法等の運用については、別紙を参照

4



教 諭 採用前 第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ 第４ステージ

記
号

キャリア
ステージ

教員に求められる基
本的な知識を学ぶとと
もに、自ら課題を発見
して解決する姿勢を身
に付ける 。

教員として必要な基本的事項につい
て幅広く学び 、 管理職や他の教職員
から学びながら、基盤となる力を身に
付ける。

自身の経験を基に、学習指導や生
徒指導等の専門性をさらに高め、チー
ムの一員として実践的指導力を高める。

校務分掌等において、学校の中核
的な存在としての自覚を持ち、チーム
としての学校への貢献度を高める。

これまでの教育実践を振り返り、
自らの知識や技能を発展させ後進を
育成し、多面的・多角的な視野を持
ち、組織的な学校運営を推進する。

★

A
学 校
運 営

本県の教育振興基本計
画等や国の答申等を踏
まえた教育、学校及び教
職の意義や社会的役割・
服務等を理解するととも
に、国内外の変化に合わ
せて常に学び続ける姿勢
がある。
学校組織の一員として、
他者と協働して教育活動
に取り組むために必要な
社会的スキルを身に付
ける。

【学校組織マネジメント】
学年、校務分掌、委員会等について、担当業務
の責任を自覚し、管理職や同僚への報告・連絡・
相談を行いながら、自己の役割を適切に果たす。

【学校安全】
マニュアルを踏まえて危険を予測し、事故発生
時には適切に行動する。

【外部連携】
学校組織の一員として、自らの役割を認識し、家
庭・地域等との連携の意義を理解し、適切に連
携・協力する。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、学
年、校務分掌、委員会等の諸会議等において、学
校全体の運営を意識しながら、改善に向けた提案
を行う等、意欲的に取り組む。

【学校安全】
危機管理の知識や視点で、学校事故防止等の
効果的な事前指導や環境整備に努め、事故発生
時には適切に行動する。

【外部連携】
学校の強み、弱みを理解し、家庭・地域等との連
携を組織的観点から検討するとともに、効果的な
教育資源を見つけ出して連携する。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、各
組織が有機的に機能を果たせるよう、学年、校務
分掌、委員会等の諸会議等において、合意形成を
図りながら円滑に運営する。

【学校安全】
危機管理の知識や視点から、教育活動全般を
振り返り課題に気づくとともに、他の教職員と連携
しマニュアル等の見直しにも積極的に関わる。

【外部連携】
的確に学校課題を解決するために、家庭・地域
等との連携を深め、連携計画に基づき、計画の実
行に取り組む。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、学
校運営の課題を踏まえながら、他の教職員に対し
て積極的に支援・助言を行い、学校の課題を主体
的に解決しようとする。

【学校安全】
危機管理の知識や視点を備え、経験に基づく豊
富な知識を持ち、安心で安全な教育活動を学校組
織全体で計画的に実践する。

【外部連携】
学校間の連携について幅広い視点で企画・実践
することができ、家庭・地域等の持つ教育力を活
用する等、外部との連携を深める。

B
学 習
指 導

教科に関連した学問的
知識や専門的技術を磨き、
教育要領・学習指導要領
の目標を理解し、指導に
生かすことができる。
「主体的・対話的で深い
学び」の重要性を理解し、
授業等の目標と指導の展
開を踏まえた学習指導案
等を作成することができる。

【指導計画・カリキュラムマネジメント】
学習指導要領に基づき、教科等の目標を達成す
るため、地域、生徒等の実態を踏まえ、指導計画
を検討・作成する。

【「主体的・対話的で深い学び」の実現】
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、
生徒等の実態を踏まえ、場面に応じた効果的な方
法を用いて授業を行う。

【学習評価・授業改善】
評価規準や評価方法に基づき、生徒等一人一
人の学習状況の把握や、適切なフィードバックを
行い、内容の確実な定着を図るとともに、自らの
教育実践を振り返り、授業改善を行う。

【指導計画、カリキュラム・マネジメント】
学習指導要領、教材、指導方法、評価等につい
て理解を深め、学校の実践や生徒等の発達の段
階等を踏まえて指導計画を作成する。

【「主体的・対話的で深い学び」の実現】
教科等の指導に関する専門性をより高めるとと
もに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善・授業実践を行う。

【学習評価・授業改善】
「指導と評価の一体化」の観点から、多様な評価
方法を用いて生徒等の学びの深まりを把握し、学
習状況の的確な評価を行うとともに、他の教職員
と協働した授業研究等も踏まえ、自らの教育実践
を振り返り、適切な授業改善を行う。

【指導計画、カリキュラム・マネジメント】
生徒等の発達の段階等を踏まえ、カリキュラム・
マネジメントの視点による指導計画の作成を、教
科等の中心となって行う。

【「主体的・対話的で深い学び」の実現】
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた実
践を行い、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実による、学習者中心の授業を行う。

【学習評価・授業改善】
「指導と評価の一体化」の実践を踏まえ、評価規
準や評価方法等について組織の中心となって研
究を深めるとともに、他の教職員の授業を積極的
に参観し、研究協議等で課題の明確化や分析に
より授業改善を推進する。

【指導計画、カリキュラム・マネジメント】
カリキュラム・マネジメントの意義を理解し、経験
や実践及び専門的な知識を基に、教職員が共通
理解できるよう指導・助言を行う。

【「主体的・対話的で深い学び」の実現】
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた実
践を行い、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実に向けて、日々学習者中心の授
業を創造し、効果的な指導方法を校内外に広める。

【学習評価・授業改善】
学習評価についての幅広い知識を持ち、評価方
法の見直しや改善に関する研修会等を企画・実施
するとともに、授業改善に向けた組織的な取組や
研究が活発になるように働きかける。

C
生 徒
指 導

生徒等一人一人の実態
把握の必要性を理解し、
個性を認める姿勢を培う
とともに、その置かれてい
る背景について理解を深
め、適切な指導法を身に
付ける。
発達の段階における集
団の特性及び学級経営に
関する基本的な知識を身
に付ける 。

【学級経営】
学級経営の意義や生徒等の心身の発達の過程

や特徴を理解し、生徒等一人一人の人格を重んじ
ながら計画的に学級経営を行う。

【教育相談】
生徒等の理解に努めながら、教育相談の基本的
な技法を習得し、生徒等との信頼関係を築く。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等理解のための基本的な知識を基に、校内
組織での助言を得ながら、問題行動の事実を把
握し、早期発見・早期対応する。

【キャリア教育】
キャリア教育や進路指導の意義を理解し、生徒
等が自分らしい生き方を実現するための力を育成
する。

【学級経営】
学級内で望ましい人間関係を育むことで互いに

支え合い、それぞれの可能性や活躍の場を引き
出す学級経営を行う。

【教育相談】
教育相談の意義や理論を理解し、基本的な技法
を活用し、公平かつ受容的・共感的な態度で生徒
等と関わり、より深い信頼関係を築く。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等の状況を把握し、様々な問題行動に対し
てその背景や原因も考慮しながら、他の教職員と
共通理解を図り、連携して適切に指導・支援する。

【キャリア教育】
キャリア教育や進路指導の知識を生かし、学校
の教育活動全体を通じて、生徒等が自分らしい生
き方を実現するための力を育成する。

【学級経営】
他の教職員とともに学級、学年等で、生徒等一

人一人の自立を促し、相互に認め合い、高め合う
学級経営等について指導・助言を行う。

【教育相談】
教育相談に係る校内委員会や関係機関等と連

携しながら、生徒等の理解に基づいた関わり方に
ついて、校内で積極的に指導・助言を行う。

【生徒等の問題行動への対応】
組織的観点を持ち、生徒等の問題行動の背景

や原因を多面的にとらえ、適切に解決するため学
年等で共通理解を深めながら、取組を実践する。

【キャリア教育】
地域・社会や産業界と連携し、学校の教育活動

全体でキャリア教育や進路指導を推進する。

【学級経営】
時代や生徒等の変化に柔軟に対応しながら学

級・学年経営を行うとともに、生徒等の成長を促す
観点から、学校全体の状況を把握、課題を発見し
て、改善する。

【教育相談】
質の高い教育相談を推進するため、より深い生

徒等との関わり方について、学校全体で教職員の
意識を高め、後進を育成する。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等の問題行動に関する多様な事例や関係

機関との連携についての知識を持ち、校内組織で
の共通理解を深めながら、学校全体としての生徒
指導力を高める。

【キャリア教育】
地域・社会や産業界と連携し、学校や地域の教

育活動全体でキャリア教育や進路指導を推進し、
後進を育成する。

D
特別な配慮
や支援を必
要とする生徒
等への対応

特別な配慮や支援を必
要とする生徒等の特性等
を理解し、組織的に対応
するために必要となる知
識や学習上・生活上の支
援方法を身に付ける。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等に関

する基本的な知識や考え方を身に付け、その
特性や教育的ニーズを踏まえ、一人一人に応じた
支援を行う。
ユニバーサルデザインの視点を意識した環境づ
くりを行う。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等の特

性に応じた理解を深めるとともに、多様性を認め
共に成長する集団づくりに他の教職員と協働して
取り組む。
教科・学年等と連携し、効果的な指導法の情報
発信を行い、校内で共有・活用する。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等の課題
を把握し、学年等において機能的な組織づくりを
推進する。
生徒等の自立を支える校内体制づくりを行い、
外部機関との連携を適切に行う。

【多様なニーズへの対応】
外部機関との連携を図り、学校全体として、特別
な配慮や支援を必要とする生徒等個々の実態に
応じた適切な指導・支援体制構築の中核となる。
学校全体でインクルーシブ教育システムに取り
組むことの意義について、教職員相互の共通理解
を深める。

E
ＩＣＴや情報・
教育データ
の 利 活 用

教育活動におけるＩＣＴ
機器の基本的な活用方法
を理解する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、ICTの具体的な活用方法及び特性を把握
し、ICT機器を活用する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、ICTが効果的に活用できる場面を把握し、
得られた情報を適切かつ効果的に活用する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、生徒等にＩＣＴ機器を適切に活用させるこ
とができ、また、学校の中心となり活用を推進する。

【ＩＣＴ活用】
学校経営等様々なICT活用を推進するための具
体的な手法を把握し、ＩＣＴ活用における後進の育
成のために、様々な取組を行う中核となる。

基盤形成・ 協力期 充実・推進期 深化・中核期 発展・後進育成期養成期

校長（管理職）
校長は、生徒等の豊かな学びを充実させるため、
学び続ける教職員を育成する等、教育課題に対し
て適切に対処するための学校組織を構築する。

副校長・教頭は、校長の補佐役として、これまで
の豊富な経験を生かして教職員への指導・支援を
行う等、広い視野で学校経営に資する専門性を発
揮する。

学校
経営

【学校経営方針や重点目標の策定・周知】
学校の実態や課題を踏まえ、教職員の共
通理解を深めながら、学校経営方針や重点
目標を策定し、学校内外に周知する。

【学校組織マネジメントの推進】
国や県及び市町村の教育施策・制度を理解
するとともに、教職員がチームとして連携し協
働する理念のもとで、学校運営への参画意識
を高め、学校組織全体の改善に取り組む。

【危機管理】
生徒等の心身の安心・安全を確保するため、
学校安全を優先し、日頃から教職員の危機
管理意識を高め、学校において生じる様々な
傷病・事故を未然に防止する体制を構築する。

人材
育成

【教職員への指導】
積極的に職場内に意思疎通の機会を設け、
服務規律の徹底について指導・管理するとと
もに、職責を自覚し、絶えず自己研鑽に励み、
教職員に模範を示す。

【多様な人材を生かすマネジメント】
教職員の自発性、創造性、専門性が発揮さ
れるよう、学校課題等に関する意見交換を通
じて、教職員相互のよりよいコミュニケーショ
ンづくりを進め、教職員の多様な適性等を生
かした学校文化を醸成する。

【学び続ける教職員の育成】
多様なキャリアパスの在り方を踏まえ、校
内研修、授業研究等の日常的な学びを充実
させるとともに、教職員個々のキャリアステー
ジに応じた研修受講を奨励し、自律的な成長
をサポートする。

教育
実践
・
ｶﾘｷ
ｭﾗﾑ
開発

【カリキュラム・マネジメント】
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
けた取組を推進するため、地域等と連携し、
創意を生かした教育課程を編成・管理する。

【情報化・デジタル化への対応】
ICTを活用しながら、学校における様々な
データを収集・整理・分析し、校務のデジタル
化を推進する。

【生徒等の指導・支援体制の構築】
生徒等の自己実現を支援するため、生徒等
の実情に基づいた生徒指導を推進するととも
に、生徒等一人一人の多様なニーズに適切
かつ組織的に対応する組織体制を構築する。

外部
連携

【開かれた学校づくり】
学校の魅力に関する情報を積極的に発信
し、家庭・地域等に説明責任を果たすととも
に、学校評価懇話会等において、生徒、保護
者、地域との意見交換を丁寧に行い、教育
活動に対する理解を深め、信頼関係を構築
し、連携・協働する。

【先進的な教育実践の収集・活用】
交渉力を発揮し、学校外部との多様な学び
のネットワークを開拓・充実するとともに、自校
の課題に応じて、他校等の先進的な教育実践
等を収集・整理・分析し、学校運営に生かす。

埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標

● 常に自己研鑽に努め、
主体的・自律的に学ぶ

● 教育公務員としての使命を自覚し、
高い倫理観と児童生徒への教育的愛情を持つ

● 豊かな人間性、コミュニケーション力、人権意識、幅広い教養や視野を
持ち、家庭や地域など誰とでも協働する

埼玉県の校長及び
教員として持ち続
け てほ し い素養

＊「生徒等」とは幼児、児童、生徒のこと
を指します。また、「校長」には園長、「副
校長」には副園長を含みます。
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キャリアステージに応じた資質向上を目指して

 各年次研修は、皆さんが将来の目指すべき姿やその実現のために身に付けたい能力・経験

等を整理し、主体的にキャリアプランを考える機会となります。 

 これは、皆さんが研修を受講するに当たって研修前や研修後の自分の位置（キャリアステ

ージ）を確認するためのシートです。見通しをもって研修に取り組み、自身の資質を向上さ

せてください。研修の開始前に以下の１・２を記入し、終了後に１・３を記入してください。 

１ 「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」項目ごとの自己評価 

※★は「◎・〇・△」を記入、Ａ～Ｅに続けて自分の位置するステージの数字を記入

記号 

大項目 

小項目

※各項目の具体的な内容は

「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」参照

研修前 研修後 

(    )月 (    )月 

★ 埼玉県の校長及び教員として持ち続けてほしい素養 

Ａ 

学校運営 

学校組織マネジメント 

学校安全 

外部連携 

Ｂ 
学習指導 

指導計画・カリキュラムマネジメント 

「主体的・対話的で深い学び」の実現 

学習評価・授業改善 

Ｃ 

生徒指導 

学級経営 

教育相談 

生徒等の問題行動への対応 

キャリア教育

Ｄ 
特別な配慮を必要と
する生徒等への対応 

多様なニーズへの対応 

Ｅ 
ＩＣＴや情報・ 

教育データの利活用 

ＩＣＴ活用 

２ 研修開始時点の現在地 

これまでに重視して

きた項目の記号 

特に力を入れたい 

項目の記号 

３ 研修終了時の現在地 

身に付いたと思う 

項目の記号 

今後力を入れたい 

項目の記号 

「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」に係る自己評価シート 
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校 長 （ 管 理 職 ）
校長は、生徒等の豊かな学びを充実させるため、学び続け
る教職員を育成する等、教育課題に対して適切に対処するた
めの学校組織を構築する。

副校長・教頭は、校長の補佐役として、これまでの豊富な経
験を生かして教職員への指導・支援を行う等、広い視野で学
校経営に資する専門性を発揮する。

学校
経営

【学校経営方針や重点目標の策定・周知】
学校の実態や課題を踏まえ、教職員の
共通理解を深めながら、学校経営方針や
重点目標を策定し、学校内外に周知する。

【学校組織マネジメントの推進】
国や県及び市町村の教育施策・制度を
理解するとともに、教職員がチームとして
連携し協働する理念のもとで、学校運営
への参画意識を高め、学校組織全体の改
善に取り組む。

【危機管理】
生徒等の心身の安心・安全を確保する
ため、学校安全を優先し、日頃から教職員
の危機管理意識を高め、学校において生
じる様々な傷病・事故を未然に防止する体
制を構築する。

人材
育成

【教職員への指導】
積極的に職場内に意思疎通の機会を設
け、服務規律の徹底について指導・管理
するとともに、職責を自覚し、絶えず自己
研鑽に励み、教職員に模範を示す。

【多様な人材を生かすマネジメント】
教職員の自発性、創造性、専門性が発
揮されるよう、学校課題等に関する意見交
換を通じて、教職員相互のよりよいコミュ
ニケーションづくりを進め、教職員の多様
な適性等を生かした学校文化を醸成する。

【学び続ける教職員の育成】
多様なキャリアパスの在り方を踏まえ、
校内研修、授業研究等の日常的な学びを
充実させるとともに、教職員個々のキャリ
アステージに応じた研修受講を奨励し、自
律的な成長をサポートする。

教育
実践
・
ｶﾘｷ
ｭﾗﾑ
開発

【カリキュラム・マネジメント】
「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた取組を推進するため、地域等と連
携し、創意を生かした教育課程を編成・管
理する。

【情報化・デジタル化への対応】
ICTを活用しながら、学校における様々
なデータを収集・整理・分析し、校務のデ
ジタル化を推進する。

【生徒等の指導・支援体制の構築】
生徒等の自己実現を支援するため、生
徒等の実情に基づいた生徒指導を推進す
るとともに、生徒等一人一人の多様なニー
ズに適切かつ組織的に対応する組織体制
を構築する。

外部
連携

【開かれた学校づくり】
学校の魅力に関する情報を積極的に発
信し、家庭・地域等に説明責任を果たすと
ともに、学校評価懇話会等において、生徒、
保護者、地域との意見交換を丁寧に行い、
教育活動に対する理解を深め、信頼関係
を構築し、連携・協働する。

【先進的な教育実践の収集・活用】
交渉力を発揮し、学校外部との多様な学
びのネットワークを開拓・充実するとともに、
自校の課題に応じて、他校等の先進的な
教育実践等を収集・整理・分析し、学校運
営に生かす。

記
号

キャリア
ステージ

教員に求められる基本的
な知識を学ぶとともに、自
ら課題を発見して解決する
姿勢を身に付ける 。

教員として必要な基本的事項について幅広
く学び 、 管理職や他の教職員から学びなが
ら、基盤となる力を身に付ける。

自身の経験を基に、学習指導や生徒指導等
の専門性をさらに高め、チームの一員として実
践的指導力を高める。

校務分掌等において、学校の中核的な
存在としての自覚を持ち、チームとしての
学校への貢献度を高める。

これまでの教育実践を振り返り、自ら
の知識や技能を発展させ後進を育成し、
多面的・多角的な視野を持ち、組織的な
学校運営を推進する。

★
埼玉県の校長及び
教員として持ち続け
て ほ し い 素 養

A
学 校
運 営

本県の教育振興基本計画等
や国の答申等を踏まえた教育、
学校及び教職の意義や社会的
役割・服務等を理解するととも
に、国内外の変化に合わせて
常に学び続ける姿勢がある。
学校組織の一員として、他者
と協働して教育活動に取り組
むために必要な社会的スキル
を身に付ける。

【学校組織マネジメント】
学年、校務分掌、委員会等について、担当業務の
責任を自覚し、管理職や同僚への報告・連絡・相談
を行いながら、自己の役割を適切に果たす。

【学校安全】
マニュアルを踏まえて危険を予測し、事故発生時
には適切に行動する。

【外部連携】
学校組織の一員として、自らの役割を認識し、家
庭・地域等との連携の意義を理解し、適切に連携・
協力する。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、学
年、校務分掌、委員会等の諸会議等において、学
校全体の運営を意識しながら、改善に向けた提案
を行う等、意欲的に取り組む。

【学校安全】
危機管理の知識や視点で、学校事故防止等の
効果的な事前指導や環境整備に努め、事故発生
時には適切に行動する。

【外部連携】
学校の強み、弱みを理解し、家庭・地域等との連
携を組織的観点から検討するとともに、効果的な
教育資源を見付け出して連携する。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、各組
織が有機的に機能を果たせるよう、学年、校務分掌、
委員会等の組織において、諸会議等での合意形成
を図りながら円滑に運営する。

【学校安全】
危機管理の知識や視点から、教育活動全般を振り
返り課題に気づくとともに、他の教職員と連携しマ
ニュアル等の見直しにも積極的に関わる。

【外部連携】
的確に学校課題を解決するために、家庭・地域等
との連携を深め、連携計画に基づき、計画の実行に
取り組む。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、
学校運営の課題を踏まえながら、他の教職員に
対して積極的に支援・助言を行い、学校の課題を
主体的に解決しようとする。

【学校安全】
危機管理の知識や視点を備え、経験に基づく豊
富な知識を持ち、安心で安全な教育活動を学校
組織全体で計画的に実践する。

【外部連携】
学校間の連携について幅広い視点で企画・実
践することができ、家庭・地域等の持つ教育力を
活用する等、外部との連携を深める。

B

専

門

性

を

生

か

し

た

職

務

Ⅰ

保健管理

生徒等の実態把握と、適切
な保健管理の必要性を理解
する。

健康診断、救急処置、疾病予防等の保健管理か
ら自校の健康実態を把握し、適切に対応する。
保健室が学校保健活動のセンター的役割を担え
るよう、日常の保健管理体制を整備し、実践する。

校内において、指導的立場を果たすとともに、把
握した健康課題の解決に向けて、組織的に対応
する。

学校における救急体制、心のケアの支援体制など、
危機管理体制について整備するとともに機能するよ
うに働き掛け、学校運営を視野に入れた改善策等を
提案する。

保健管理の分野において、最新の知識・技術を
取り入れながら、学校内や地域等で養護実践を
行い広めるとともに、後進を育成する。

Ⅱ

保健教育

専門性を生かした養護教諭
の役割を理解し、保健教育に
関わろうとする姿勢がある。
「主体的・対話的で深い学び」
の重要性を理解する。

学校の実態にあった計画の必要性を理解した上
で、学級担任等と連携し、養護教諭の専門性を生
かした保健教育を実践する。
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、生
徒等の実態に応じた保健教育を計画的に実践する。

教育要領・学習指導要領を理解し、生徒等の実
態に応じた保健教育を計画、実践、評価、改善し、
効果的に推進する。

集団指導と個別指導、保健管理や健康相談等につ
いて、相互の関係性を明確にし、生徒等の発達の段
階等を踏まえ、カリキュラム・マネジメントの視点を取
り入れた保健教育を推進する。
課題に対して具体的な改善策を提案する。

保健教育の分野において、最新の知識・技術を
取り入れながら、学校内や地域等で養護実践を
行い広めるとともに、後進を育成する。

学校保健安全法による健康
相談・保健指導の位置づけ及
び内容を理解する。
養護教諭の専門性や保健室の機
能を生かし、発達の段階に応じた健
康課題への対応方法を身に付ける。

健康相談・保健指導の基本的なプロセスを理解し、
生徒等の発達の段階や現代的な健康課題の関連
を踏まえた健康相談・保健指導を実践する。

個々の健康課題に関して校内の中心となり、教
職員やスクールカウンセラー・スクールソーシャル
ワーカー等の専門家（専門機関）と連携し、それら
の役割を生かした組織体制づくりを行う。

健康課題解決に向けて、コーディネーターの役割
を担い、学校内外の関係者と連携を図る。また、必
要に応じて個別の保健指導につなぎ実践を深め広
げる。

健康相談・保健指導の分野において、最新の知
識・技術を取り入れながら、学校内や地域等で養
護実践を行い広めるとともに、後進を育成する。

Ⅳ
保健組織活動

保健組織活動の意義と学校・
家庭・地域等の協力体制の重
要性を理解する。

家庭・地域等と連携し、保健組織活動を推進する。 学校と地域等の実態を適切に分析し、学校教育
目標を意識した保健組織活動を推進する。

学校運営の課題を踏まえながら、家庭・地域等と
ネットワーク体制を構築し、保健組織活動を運営する。

保健組織活動の分野において、最新の知識・技
術を取り入れながら、学校内や地域等で養護実
践を行い広めるとともに、後進を育成する。

Ⅴ

保健室経営

養護教諭の職務及び役割を
理解し、計画的・組織的な保健
室経営に取り組む姿勢がある。
学校保健活動のセンター的機能を
果たす保健室の役割を理解する。

学校教育目標を理解し、生徒等の心身の健康に
関する実態を把握する。
保健室経営の方針を明示し、保健室経営計画を
立て、その具現化に向けて実践する。

保健室経営計画を基に、保健管理、保健教育、
健康相談、保健組織活動等について実践し、その
過程や結果を評価し、改善を図る。
学校教育目標の実現に向けて、保健室経営を工
夫して実践する。

保健室経営の視点から、学校教育目標実現のた
めの具体的な方策を提案する。

保健室経営の視点から、学校教育目標達成の
ために、組織的な対応力を高めるよう、最新の知
識・技術を取り入れながら、学校内や地域等で養
護実践を行い広めるとともに、後進を育成する。

Ⅵ
学校保健活
動に関する
連携・調整

学校保健活動のコーディネー
ターの役割を理解し、家庭・地域
等の連携に取り組む姿勢がある。
学校保健に関わる人々の役
割を理解する。

学校保健に関する今日的な意義を理解し、積極
的に教職員や家庭に周知を図る。
学校保健の課題を適切に把握し、課題に応じた
連携先を適切に選択し、コーディネートする。

効果的な連携・調整の方法を関係者に提案する
など学校保健活動のマネジメントを行う。

学校運営を意識し、学校保健活動に関してチーム
体制を構築し、必要な人材の確保や役割を分担する。
地域の健康課題を視野に入れたネットワーク体制
を構築する。

養護教諭の専門性に基づいた連携・調整につ
いて、最新の知識・技術を取り入れながら、学校
内や地域等で養護実践を行い広めるとともに、後
進を育成する。

C
生 徒
指 導

生徒等一人一人の実態把握
の必要性を理解し、個性を認
める姿勢を培うとともに、その
置かれている背景について理
解を深め、適切な指導法を身
に付ける。
発達の段階における集団の
特性及び学級経営に関する基
本的な知識を身に付ける 。

【教育相談】
生徒等の理解に努めながら、教育相談の基本的
な技法を習得し、生徒等との信頼関係を築く。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等理解のための基本的な知識を基に、校内
組織での助言を得ながら、問題行動の事実を把握
し、早期発見・早期対応する。

【キャリア教育】
キャリア教育や進路指導の意義を理解し、生徒
等が自分らしい生き方を実現するための力を育成
する。

【教育相談】
教育相談の意義や理論を理解し、基本的な技法
を活用し、公平かつ受容的・共感的な態度で生徒
等と関わり、より深い信頼関係を築く。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等の状況を把握し、様々な問題行動に対し
てその背景や原因も考慮しながら、他の教職員と
共通理解を図り、連携して適切に指導・支援する。

【キャリア教育】
キャリア教育や進路指導の知識を生かし、学校
の教育活動全体を通じて、生徒等が自分らしい生
き方を実現するための力を育成する。

【教育相談】
教育相談に係る校内委員会や関係機関等と連携

しながら、生徒等の理解に基づいた関わり方につい
て、校内で積極的に指導・助言を行う。

【生徒等の問題行動への対応】
組織的観点を持ち、生徒等の問題行動の背景や

原因を多面的にとらえ、適切に解決するため学年等
で共通理解を深めながら、取組を実践する。

【キャリア教育】
地域・社会や産業界と連携し、学校の教育活動全

体でキャリア教育や進路指導を推進する。

【教育相談】
質の高い教育相談を推進するため、より深い生

徒等との関わり方について、学校全体で教職員
の意識を高め、後進を育成する。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等の問題行動に関する多様な事例や関係

機関との連携についての知識を持ち、校内組織
での共通理解を深めながら、学校全体としての生
徒指導力を高める。

【キャリア教育】
地域・社会や産業界と連携し、学校や地域の教

育活動全体でキャリア教育や進路指導を推進し、
後進を育成する。

D
特別な配慮
や支援を必
要とする生徒
等への対応

特別な配慮や支援を必要と
する生徒等の特性等を理解し、
組織的に対応するために必要
となる知識や学習上・生活上
の支援方法を身に付ける。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等に関す

る基本的な知識や考え方を身に付け、その特性
や教育的ニーズを踏まえ、一人一人に応じた支援
を行う。
ユニバーサルデザインの視点を意識した環境づく
りを行う。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等の特性

に応じた理解を深めるとともに、多様性を認め共に
成長する集団づくりに他の教職員と協働して取り
組む。
教科・学年等と連携し、効果的な指導法の情報
発信を行い、校内で共有・活用する。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等の課題を
把握し、学年等において機能的な組織づくりを推進
する。
生徒等の自立を支える校内体制づくりを行い、外
部機関との連携を適切に行う。

【多様なニーズへの対応】
外部機関との連携を図り、学校全体として、特
別な配慮や支援を必要とする生徒等個々の実態
に応じた適切な指導・支援体制構築の中核となる。
学校全体でインクルーシブ教育システムに取り
組むことの意義について、教職員相互の共通理
解を深める。

E
ＩＣＴや情報・
教育データ
の 利 活 用

教育活動におけるＩＣＴ機器
の基本的な活用方法を理解
する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、ICTの具体的な活用方法及び特性を把握し、
ICT機器を活用する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、ICTが効果的に活用できる場面を把握し、
得られた情報を適切かつ効果的に活用する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動にお
いて、生徒等にＩＣＴ機器を適切に活用させることが
でき、また、学校の中心となり活用を推進する。

【ＩＣＴ活用】
学校経営等様々なICT活用を推進するための具
体的な手法を把握し、ＩＣＴ活用における後進の育
成のために、様々な取組を行う中核となる。

充実・推進期 深化・中核期 発展・後進育成期

埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標

● 常に自己研鑽に努め、
主体的・自律的に学ぶ

● 教育公務員としての使命を自覚し、高い
倫理観と児童生徒への教育的愛情を持つ

● 豊かな人間性、コミュニケーション力、人権意識、幅広い教養や視野を持ち、
家庭や地域など誰とでも協働する

Ⅲ

健康相談・

保健指導

養護教諭 採用前 第 1ステージ 第２ステージ 第３ステージ 第４ステージ
養成期 基盤形成・ 協力期

＊「生徒等」とは幼児、児童、生徒のこ
とを指します。また、「校長」には園長、
「副校長」には副園長を含みます。
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キャリアステージに応じた資質向上を目指して

 各年次研修は、皆さんが将来の目指すべき姿やその実現のために身に付けたい能力・経験

等を整理し、主体的にキャリアプランを考える機会となります。 

 これは、皆さんが研修を受講するに当たって研修前や研修後の自分の位置（キャリアステ

ージ）を確認するためのシートです。見通しをもって研修に取り組み、自身の資質を向上さ

せてください。研修の開始前に以下の１・２を記入し、終了後に１・３を記入してください。 

１ 「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」項目ごとの自己評価 

※★は「◎・〇・△」を記入、Ａ～Ｅに続けて自分の位置するステージの数字を記入

記号 

大項目 

小項目

※各項目の具体的な内容は

「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」参照

研修前 研修後 

(   )月 (  )月 

★ 埼玉県の校長及び教員として持ち続けてほしい素養 

Ａ 

学校運営 

学校組織マネジメント 

学校安全 

外部連携 

Ｂ 

専門性を 
生かした職務 

保健管理 

保健教育 

健康相談・保健指導 

保健組織活動 

保健室経営 

学校保健活動に関する連携・調整 

Ｃ 

生徒指導 

教育相談 

生徒等の問題行動への対応 

キャリア教育

Ｄ 
特別な配慮を 

必要とする生徒等
への対応 

多様なニーズへの対応 

Ｅ 
ＩＣＴや情報・ 
教育データの 

利活用 

ＩＣＴ活用 

２ 研修開始時点の現在地 

これまでに重視して

きた項目の記号 

特に力を入れたい 

項目の記号 

３ 研修終了時の現在地 

身に付いたと思う 

項目の記号 

今後力を入れたい 

項目の記号 

「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」に係る自己評価シート【養護教諭】 
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記
号

栄養教諭

キャリア
ステージ

基盤形成・ 協力期 充実・推進期 深化・中核期 発展・後進育成期

教員に求められる基本
的な知識を学ぶとともに、
自ら課題を発見して解決
する姿勢を身に付ける 。

教員として必要な基本的事項について幅
広く学び、管理職や他の教職員から学びな
がら、基盤的な力を身に付ける。

自身の経験を基に、学習指導や生徒指
導等の専門性をさらに高め、チームの一
員として実践的指導力を高める。

校務分掌等において、学校の中核的な存
在としての自覚を持ち、チームとしての学校
への貢献度を高める。

これまでの教育実践を振り返り、自らの知
識や技能を発展させ後進を育成し、多面的・
多角的な視野を持ち、組織的な学校運営を推
進する。

★ 埼玉県の校長及び教員とし
て持ち続けてほしい素養

A学校運営

本県の教育振興基本計画
等や国の答申等を踏まえた
教育、学校及び教職の意義
や社会的役割・服務等を理解
するとともに、国内外の変化
に合わせて常に学び続ける
姿勢がある。
学校組織の一員として、他
者と協働して教育活動に取り
組むために必要な社会的ス
キルを身に付ける。

【学校組織マネジメント】
学年、校務分掌、委員会等について、担当業務
の責任を自覚し、管理職や同僚への報告・連絡・
相談を行いながら、自己の役割を適切に果たす。

【学校安全】
マニュアルを踏まえて危険を予測し、事故発生時
には適切に行動する。

【外部連携】
学校組織の一員として、自らの役割を認識し、家
庭・地域等との連携の意義を理解し、適切に連携・
協力する。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、
学年、校務分掌、委員会等の諸会議等におい
て、学校全体の運営を意識しながら、改善に向
けた提案を行う等、意欲的に取り組む。

【学校安全】
危機管理の知識や視点で、学校事故防止等
の効果的な事前指導や環境整備に努め、事故
発生時には適切に行動する。

【外部連携】
学校の強み、弱みを理解し、家庭・地域等との
連携を組織的観点から検討するとともに、効果
的な教育資源を見付け出して連携する。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、各

組織が有機的に機能を果たせるよう、学年、校務
分掌、委員会等の組織において、諸会議等での合
意形成を図りながら円滑に運営する。

【学校安全】
危機管理の知識や視点から、教育活動全般を

振り返り課題に気づくとともに、他の教職員と連携
しマニュアル等の見直しにも積極的に関わる。

【外部連携】
的確に学校課題を解決するために、家庭・地域等との

連携を深め、連携計画に基づき、計画の実行に取り組む。

【学校組織マネジメント】
学校組織マネジメントの意義を理解した上で、学
校経営の課題を踏まえながら、他の教職員に対し
て積極的に支援・助言を行い、学校の課題を主体
的に解決しようとする。

【学校安全】
危機管理の知識や視点を備え、経験に基づく豊
富な知識を持ち、安心で安全な教育活動を学校組
織全体で計画的に実践する。

【外部連携】
学校間の連携について幅広い視点で企画・実践
することができ、家庭・地域等の持つ教育力を活
用する等、外部との連携を深める。

B

専

門

性

を

生

か

し

た

職

務

Ⅰ

食

に

関

す

る

指

導

①
教科等にお
ける食に関
す る 指 導

食に関する指導内容や
PDCAサイクルに基づく食育
の推進について理解する。
学校給食を「生きた教材」と
する意義を理解する。
「主体的・対話的で深い学
び」の重要性を理解する。

「食に関する指導の全体計画」や学習指導要領
に基づいて、教科等で「食育の視点」を位置付けた
り、学校給食を「生きた教材」として活用した食に関
する指導を実施する。
生徒等の実態に基づき、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた食に関する指導の実践を、
学級担任等と連携して計画的に行う。

生徒等の実態を調査・把握することで課題を
整理し、その解決に係る指標や「食に関する指
導の全体計画」の作成に積極的に参画する。
教科等の目標と食に関する指導を関連させ、
学校教育活動全体で、教科等横断的な視点に
立った体系的な指導を実施する。
「食育の視点」を食育推進の評価指標として活
用し、計画の改善につなげる。

生徒等の発達の段階や家庭・地域等の実態把握も
踏まえ、カリキュラム・マネジメントの視点による「食に
関する指導の全体計画」及び指導内容を作成する。
食に関する指導の中心的役割を担い、栄養教諭
の専門性を生かした指導を実施するとともに、実
施状況と結果について、活動指標と成果指標を用
いて評価し、計画の改善につなげる。

的確な実態把握に基づき、最新の食育事情等も
踏まえた実効性のある「食に関する指導の全体計
画」及び指導内容を作成し、実施する。
PDCAサイクルに基づく「学校における食育の推
進」についての総合的な評価を実施し、その成果と
課題を可視化するなど学校全体で共有するとともに、
計画の改善につなげる。
研修会等で自らの実践を発表・伝達し、学校や
関係地区における後進を育成する。

②
給食の時間に
おける食に関
す る 指 導

給食の時間における食に関
する指導は、「食に関する指
導」の中心的役割を担うもの
であることを理解する。

一連の給食指導について、マニュアル等を活用し
て全教職員の共通理解を図る。
献立に関する資料を作成し、教職員・生徒等に周
知する。

委員会活動を充実させながら、教職員と共通理
解の上、計画的・継続的な給食指導を行う。
食に関する正しい知識をもち、地域の食文化や
地場産物等について情報を収集し、データとして
整理する。

生徒等に望ましい食習慣と食に関する実践力を身
に付けさせるために、計画的・継続的な指導を行う。
様々な指導を実施した後は、学級担任等ととも
に、生徒等の行動変容を観察し、結果を共有して
その後の指導に反映させる。

給食の時間を中心としながら、総合的かつ効果的
な指導を栄養教諭の専門性を生かしつつ、学級担任
や養護教諭とも連携して行う。
研修会等で自らの実践を発表・伝達し、学校や
関係地区における後進を育成する。

③
個 別 的 な
相 談 指 導

食に関する健康課題について
理解し、個別的な相談を要する
生徒等の対応策を理解する。

食に関する健康課題のある生徒等の状況を把握
し、個別的な対応を適切に実施する。

想定される指導内容や注意点を適切に把握し、
教職員や家庭と連携しながら指導に当たるとと
もに、関係機関との連絡調整を適宜行う。

幅広く知識やスキルを習得し、組織的な対応の
中心となって、教職員の共通理解の下、学校全体
で適切に対応する。

食に関する健康課題への予防策や対応策について
校内研修や地域で積極的に発信し、関係者の課題へ
の理解と意識の向上に向けた取組を推進する。

Ⅱ

学
校
給
食
の
管
理

④
栄 養 管 理

学校給食栄養管理者・衛生
管理責任者としての役割及び
食に関する指導と学校給食
の管理を一体化して取り組む
重要性を理解する。
食物アレルギーのある生徒
等に対し、給食提供のための
業務を理解する。

学校給食摂取基準や食品構成に配慮した献立
計画を作成する。その適用に当たっては、個々の
生徒等の健康状態及び生活活動の実態並びに地
域の実情等に十分配慮し、弾力的に運用する。

生徒等の実態や地域の状況に配慮するととも
に、地域の食文化や地場産物等を取り入れた
献立計画を作成する。

学校給食に関する新しい動向や研究成果を積
極的に取り入れ、特色ある学校給食の提供に生
かす。

教育委員会や関係機関等との連携を図り、地域
の学校給食の安全対策の向上を図る。
校内研修や栄養教諭等の研修会において、学
校給食の管理全般について指導・助言を行い、後
進を育成する。⑤

衛 生 管 理

日常業務におけるインシデント･アクシデントを記
録･分析し、課題改善につなげるとともに、管理者へ
の報告・連絡・相談を行い、関係者との連携を図る。

学校や調理場の状況に応じた安全管理のた
めのマニュアルを整備し、組織的な危機管理体
制の整備を進める。

安全対策上の課題を適切に把握し、予想される
事故について関係教職員へ周知し、組織の中心と
なって事故防止の徹底に取り組む。

Ⅲ
連

携

⑥
食育に関する
連携・調整

食育推進のコーディネーター
的役割及び家庭・地域等の重
要性を理解する。

学校給食の今日的な役割や食に関する指導の
意義などについて、積極的に教職員や家庭へ周知
する。

自校における食育の現状や課題を把握し、教
職員や家庭への適切な情報提供を行う。
生産者や関係機関等と推進体制を整備する。

連携・調整の要として、食に関する専門性を生か
したネットワーク体制を構築し、教職員や家庭、生
産者・関係機関等との交流を積極的に行う。

自らが持つ家庭・地域等との連携の取組や学校運営参
画のポイント等について、校内の教職員や地域の栄養教
諭に指導・助言を行い、後進を育成する。

C生徒指導

生徒等一人一人の実態把
握の必要性を理解し、個性を
認める姿勢を培うとともに、そ
の置かれている背景につい
て理解を深め、適切な指導法
を身に付ける。
発達の段階における集団の
特性及び学級経営に関する
基本的な知識を身に付ける 。

【教育相談】
生徒等の理解に努めながら、教育相談の基本的
な技法を習得し、生徒等との信頼関係を築く。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等理解のための基本的な知識を基に、校内
組織での助言を得ながら、問題行動の事実を把握
し、早期発見・早期対応する。

【キャリア教育】
キャリア教育や進路指導の意義を理解し、生徒等
が自分らしい生き方を実現するための力を育成する。

【教育相談】
教育相談の意義や理論を理解し、基本的な技

法を活用し、公平かつ受容的・共感的な態度で

生徒等と関わり、より深い信頼関係を築く。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等の状況を把握し、様々な問題行動に対
してその背景や原因も考慮しながら、他の教職
員と共通理解を図り、連携して適切に指導・支
援する。

【キャリア教育】
キャリア教育や進路指導の知識を生かし、学
校の教育活動全体を通じて、生徒等が自分らし
い生き方を実現するための力を育成する。

【教育相談】
教育相談に係る校内委員会や関係機関等と連

携しながら、生徒等の理解に基づいた関わり方に

ついて、校内で積極的に指導・助言を行う。

【生徒等の問題行動への対応】
組織的観点を持ち、生徒等の問題行動の背景

や原因を多面的にとらえ、適切に解決するため学
年等で共通理解を深めながら、取組を実践する。

【キャリア教育】
地域・社会や産業界と連携し、学校の教育活動

全体でキャリア教育や進路指導を推進する。

【教育相談】
質の高い教育相談を推進するため、より深い生

徒等との関わり方について、学校全体で教職員の

意識を高め、後進を育成する。

【生徒等の問題行動への対応】
生徒等の問題行動に関する多様な事例や関係

機関との連携についての知識を持ち、校内組織で
の共通理解を深めながら、学校全体としての生徒
指導力を高める。

【キャリア教育】
地域・社会や産業界と連携し、学校や地域の教

育活動全体でキャリア教育や進路指導を推進し、
後進を育成する。

D
特別な配慮や支援
を必要とする生徒
等 へ の 対 応

特別な配慮や支援を必要と
する生徒等の特性等を理解
し、組織的に対応するために
必要となる知識や学習上・生
活上の支援方法を身に付け
る。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等に関す

る基本的な知識や考え方を身に付け、その特性
や教育的ニーズを踏まえ、一人一人に応じた支援
を行う。
ユニバーサルデザインの視点を意識した環境づく
りを行う。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等の

特性に応じた理解を深めるとともに、多様性を
認め共に成長する集団づくりに他の教職員と協
働して取り組む。
教科・学年等と連携し、効果的な指導法の情
報発信を行い、校内で共有・活用する。

【多様なニーズへの対応】
特別な配慮や支援を必要とする生徒等の課題
を把握し、学年等において機能的な組織づくりを
推進する。
生徒等の自立を支える校内体制づくりを行い、外
部機関との連携を適切に行う。

【多様なニーズへの対応】
外部機関との連携を図り、学校全体として、特別な配
慮や支援を必要とする生徒等個々の実態に応じた適
切な指導・支援体制の構築における中核となる。
学校全体でインクルーシブ教育システムに取り組む
ことの意義について、教職員相互の共通理解を深める。

E Ｉ Ｃ Ｔ や 情 報 ・
教育データの利活用

教育活動におけるＩＣＴ機器
の基本的な活用方法を理解
する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、ICTの具体的な活用方法及び特性を把握
し、ICT機器を活用する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動
において、ICTが効果的に活用できる場面を把握
し、得られた情報を適切かつ効果的に活用する。

【ＩＣＴ活用】
教科指導、学級指導、校務分掌等の教育活動に
おいて、生徒等にＩＣＴ機器を適切に活用させること
ができ、また、学校の中心となり活用を推進する。

【ＩＣＴ活用】
学校経営等様々なICT活用を推進するための具体的
な手法を把握し、ＩＣＴ活用における後進の育成のため
に、様々な取組を行う中核となる。

基盤形成・ 協力期 充実・推進期 深化・中核期 発展・後進育成期養成期

校 長 （ 管 理 職 ）
校長は、生徒等の豊かな学びを充実させるため、学
び続ける教職員を育成する等、様々な教育課題に対
して適切に対処するための学校組織を構築する。

副校長・教頭は、校長の補佐役として、これまでの豊
富な経験を生かして教職員への指導・支援を行う等、広
い視野で学校経営に資する専門性を発揮する。

学校
経営

【学校経営方針や重点目標の策定・周知】
学校の実態や課題を踏まえ、教職
員の共通理解を深めながら、学校経
営方針や重点目標を策定し、学校内
外に周知する。

【学校組織マネジメントの推進】
国や県及び市町村の教育施策・制
度を理解するとともに、教職員がチー
ムとして連携し協働する理念のもとで、
学校運営への参画意識を高め、学校
組織全体の改善に取り組む。

【危機管理】
生徒等の心身の安心・安全を確保
するため、学校安全を優先し、日頃か
ら教職員の危機管理意識を高め、学
校において生じる様々な傷病・事故を
未然に防止する体制を構築する。

人材
育成

【教職員への指導】
積極的に職場内に意思疎通の機会
を設け、服務規律の徹底について指
導・管理するとともに、職責を自覚し、
絶えず自己研鑽に励み、教職員に模
範を示す。

【多様な人材を生かすマネジメント】
教職員の自発性、創造性、専門性
が発揮されるよう、学校課題等に関す
る意見交換を通じて、教職員相互の
よりよいコミュニケーションづくりを進
め、教職員の多様な適性等を生かし
た学校文化を醸成する。

【学び続ける教職員の育成】
多様なキャリアパスの在り方を踏ま
え、校内研修、授業研究等の日常的
な学びを充実させるとともに、教職員
個々のキャリアステージに応じた研修
受講を奨励し、自律的な成長をサ
ポートする。

教育
実践
・
ｶﾘｷ
ｭﾗﾑ
開発

【カリキュラム・マネジメント】
「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた取組を推進するため、地
域等と連携し、創意を生かした教育課
程を編成・管理する。

【情報化・デジタル化への対応】
ICTを活用しながら、学校における
様々なデータを収集・整理・分析し、
校務のデジタル化を推進する。

【生徒等の指導・支援体制の構築】
生徒等の自己実現を支援するため、
生徒等の実情に基づいた生徒指導を
推進するとともに、生徒等一人一人の
多様なニーズに適切かつ組織的に対
応する組織体制を構築する。

外部
連携

【開かれた学校づくり】
学校の魅力に関する情報を積極的に
発信し、家庭・地域等に説明責任を果
たすとともに、学校評価懇話会等にお
いて、生徒、保護者、地域との意見交
換を丁寧に行い、教育活動に対する理
解を深め、信頼関係を構築し、連携・
協働する。

【先進的な教育実践の収集・活用】
交渉力を発揮し、学校外部との多様
な学びのネットワークを開拓・充実す
るとともに、自校の課題に応じて、他
校等の先進的な教育実践等を収集・
整理・分析し、学校運営に生かす。

埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標

● 教育公務員としての使命を自覚し、
高い倫理観と児童生徒への教育的愛情を持つ

● 豊かな人間性、コミュニケーション力、人権意識、幅広い教養や視野を持ち、
家庭や地域など誰とでも協働する

● 常に自己研鑽に努め、
主体的・自律的に学ぶ

栄 養 教 諭
採用前 第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ 第４ステージ

＊「生徒等」とは幼児、児童、生徒のこと
を指します。また、「校長」には園長、「副
校長」には副園長を含みます。
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キャリアステージに応じた資質向上を目指して

 各年次研修は、皆さんが将来の目指すべき姿やその実現のために身に付けたい能力・経験

等を整理し、主体的にキャリアプランを考える機会となります。 

 これは、皆さんが研修を受講するに当たって研修前や研修後の自分の位置（キャリアステ

ージ）を確認するためのシートです。見通しをもって研修に取り組み、自身の資質を向上さ

せてください。研修の開始前に以下の１・２を記入し、終了後に１・３を記入してください。 

１ 「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」項目ごとの自己評価 

※★は「◎・〇・△」を記入、Ａ～Ｅに続けて自分の位置するステージの数字を記入

記号 

大項目 

小項目

※各項目の具体的な内容は

「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」参照

研修前 研修後 

(    )月 (    )月 

★ 埼玉県の校長及び教員として持ち続けてほしい素養 

Ａ 

学校運営 

学校組織マネジメント 

学校安全 

外部連携 

Ｂ 

専門性を生かした

職務 

教科等における食に関する指導 

給食の時間における食に関する指導 

個別的な相談指導 

栄養管理 

衛生管理 

食育に関する連携・調整 

Ｃ 

生徒指導 

学級経営 

教育相談 

生徒等の問題行動への対応 

キャリア教育

Ｄ 
特別な配慮を必要と
する生徒等への対応 

多様なニーズへの対応 

Ｅ 
ＩＣＴや情報・ 

教育データの利活用 

ＩＣＴ活用 

２ 研修開始時点の現在地 

これまでに重視して

きた項目の記号 

特に力を入れたい 

項目の記号 

３ 研修終了時の現在地 

身に付いたと思う 

項目の記号 

今後力を入れたい 

項目の記号 

「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」に係る自己評価シート【栄養教諭】 
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『埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標』解説編 

埼玉県教育委員会 

１ 「埼玉県 校長及び教員としての資質向上に関する指標」の改訂について 

 令和４年５月に公布された教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部改正（教員免許更新制の廃

止）に伴い、「校長及び教員としての資質向上に関する指標」の改訂を行いました。 

  学校現場の課題が複雑化、多様化する中、教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯

を通じて探究心を持ちながら新しい知識・技能を学び続け、子供一人一人の学びを最大限に引き出し、

子供の主体的な学びを支援する伴走者としての役割が、教師には求められています。 

    教員研修は、年次研修等に加え、自身が目的意識をもって自主的な研修に取り組むことが重要です。

資質の向上に向けて、今後どのような資質・能力を発揮し、どのような姿を思い描きながらキャリアを

積んでいったらよいか考える際に、本指標を参考や目安としてください。 

２ 「指標」の見方について 

※●と下線部は、改訂の主なポイントを示します。

３ 「指標」の活用場面について 

学校や生徒等の実態を考慮しながら、以下のような場面等で「指標」を活用することが考えられます。 

管理職として 教員等として 

・OJTにおける指導助言

・校内研修の実施

・初任者研修等の学校研修における指導

・教育センター等の校外研修の奨励

・各ステージにおける教員として求められる姿の参考例

・定期的な自己評価と自身の思い描く教師像の明確化

・自身の課題解決やより高次なステージを目指す取組の実践例

（OJT、自主研修、校内研修、法定研修及び校外研修 等） 

※ OJT（On the Job Training） 職場での実務を通じて行う研修

●身に付けてほしい

資質の視点として、

５つの大項目を設定

しました。 

５つのステージを設定

しています。 

下段には各ステージの

説明をつけています。 

●校長（管理職）の指標を並べて掲載しました。

副校長、教頭の指標は、校長の指標に準じます。 

●５つの大項目の中

に、小項目を設定

し、各ステージで身

に付けてほしい資質

を記載しました。 

●全てのステージの

先生方に持ち続けて

ほしい素養を３つに

まとめました。 

活用における注意点 
・幼稚園教諭等については「授業」を｢保育｣、「学校」を「園」とそれぞれ読み
替えます。また、大項目Ｅについては、各園のＩＣＴ環境の実態に応じて取り
組むこととします。
・第３ステージ以降は主幹教諭を含みます。
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■ 研 修 概 要

■ 希望して受講する研修

１ 専門研修 

 各教科等における指導力の向上を目指し、基本的事項から専門的事項までの幅広い

知識及び技能の修得を目的とするものです。所属長の承認を受けて受講することがで

きます。 

２ 市町村教育委員会と共同で実施する研修 

 総合教育センターと市町村教育委員会が共同で生徒指導・教育相談中級研修会を

実施します。会場は、県立総合教育センター及び市町村教育委員会が指定する会場

です。 

■ 特定の職務や経験年数により受講する研修

３ 管理職研修 

校長・教頭・事務長等が、管理職として必要な総合的マネジメント能力を身に付け

リーダーシップを発揮するための資質・能力の向上を目的とし、併せて、教職員に対

して指導・助言をする力量を高めます。

４ 年次経験者研修 

 教職員一人一人のキャリアステージに応じ、全ての教職員が専門職としての必要な

知識及び技能を修得することを目的とするものです。 

該当年次教職員全員が対象です。 

５ 特定研修 

 学校や地域の教育活動の推進に必要な特定の職務遂行に関する専門的な知識及び技

能の修得を図るとともに、喫緊の教育課題の解決に向けた研修を実施します。県・市

町村教育委員会又は県・市町村立学校長等の推薦により受講することができます。 

■ 市町村教育委員会等の要請を受け実施する研修

６ 要請研修 

 市町村教育委員会や学校等が主催する研修会に、県立総合教育センターが指導主事

等を指導者として派遣するものです。 
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■ 希 望 し て 受 講 す る 研 修

１ 専 門 研 修  

(１) ねらい

各教科等における指導力の向上を目指し、基本的事項から専門的事項までの幅広い知識及

び技能の修得を目的とします。 

(２) 対象者・申込み

ア 専門研修の対象者

受講を希望する県内公立の幼稚園等、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特

別支援学校の教員等のうち次の各条件に当てはまり、所属長が参加を認めた者 

① 校種・担当教科等が「専門研修の概要」の対象に該当する者

② 研修会の全日程に出席することができる者

※ 上記の条件には当てはまらない場合でも、所属長が必要と認める場合は総合教育

センターの各担当に相談してください。

※ 年次研修の受講対象者は、所属長と相談の上、お申込みください。

※ 臨時的任用教諭及び会計年度任用教諭は、原則、受講できません。受講可能な研

修は、備考欄に記載があります。

イ 申込み

申込みは、総合教育センターホームページの学校支援コミュニケーションサイト

(https://ecsweb.center.spec.ed.jp/sw/) から行います。「専門研修の受講申込手順」に従い、管

理職が申し込んでください。ただし「30 生徒指導・教育相談中級研修会」に申し込む市町

村立学校教員のみ「２ 市町村教育委員会と共同で実施する研修」のページに従ってくだ

さい。 

(３) 受講者の決定と通知

手順に従い申込みを行うと「申請・届出本登録確認のおしらせ」メールが送られてきます。

メールの受信をもって申請が受理されたものとします。なお、実施要項等は締切日以後おお

むね１か月以内に所属長宛に送ります。 

(４) 締切り

締切日は研修会ごとに定めています。「（６）専門研修の概要」で確認してください。研

修会によっては定員に達した時点で申込みを締め切ることがあります。 

定員に達しない場合は、締切日を過ぎても募集を行います。 
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（５）専門研修一覧

申込方法： 

学校支援コミュニケーションサイト https://ecsweb.center.spec.ed.jp/sw/ から管理職が

申し込む。 

分類 番 研 修 会 名 分類 番 研 修 会 名 

理
科 1 

理科の授業力を高める実験・実技研修
会 

技
術 18 

中学校技術・家庭科（技術分野）授
業力向上研修会 

社
会 2 

社会科の授業力を高める専門研修会 
※20 年経験者研修 読替可

家
庭

19 小学校家庭科授業力向上研修会 

地
歴

公
民 3 

高等学校地理歴史科、公民科の授業力
を高める研修会 
－「地理総合」の授業づくり－ 

20 
中学校技術・家庭科（家庭分野）授
業力向上研修会 

音
楽

4 「楽しい授業づくり」音楽科研修会Ⅰ 21 

授業力 UP 家庭科授業づくり研修
会 
※20 年経験者研修 読替可

5 「楽しい授業づくり」音楽科研修会Ⅱ 

教
育
の
情
報
化

22 
授業で使えるICT研修会 
※20 年経験者研修 読替可

6 
｢楽しい授業づくり｣音楽科研修会Ⅲ
（小学校） 23 商業科プログラミング研修会 

7 
｢楽しい授業づくり｣音楽科研修会Ⅲ
（中学校） 24 ３D モデリング研修 

図
工
・
美
術

8 豊かな感性を育む図工・美術研修会 25 

高等学校情報科 
進学指導を意識した授業づくり 
※20 年経験者研修 読替可（条件有） 

9 
美術館を利用した図工・美術鑑賞授業
づくり研修会 26 教育のデジタル化を進める研修会 

10 図工・美術授業力向上研修会 27 効果的な広報活動推進研修会 

外
国
語

11 

外国語教育における小・中・高等学校
の接続を重視した授業力向上研修会 
※20 年経験者研修 読替可（条件有）

養
護

教
諭 28 

特別支援学校の養護教諭のための
専門研修 

12 
小学校外国語専科指導教員による魅
力ある授業づくり研修会 

生
徒
指
導

教
育
相
談

29 
県立学校対象 
生徒指導・教育相談中級研修会 

国
際

理
解 13 

国際理解教育実践研修～SDGs と多文
化共生の視点による～ 
※20 年経験者研修 読替可

30 

市町村立学校対象 
生徒指導・教育相談中級研修会 
（総セ・市町村共同実施） 

日
本
語

指
導

14 

多文化共生を目指した日本語指導法講
座～日本語指導が必要な児童生徒のた
めに～ 

※20 年経験者研修 読替可

31 

みんなで考える 生徒指導･教育
相談 
※20 年経験者研修 読替可（条件有） 

体
育

保
健
体
育

15 小学校体育科研修会 32 
教育相談カウンセリング研修会 
※20 年経験者研修 読替可（条件有） 

技
術

16 
中学校技術・家庭科（技術分野）授業
づくり研修会 

特
別

支
援 33 

特別支援教育研修 
～教員がつながる T ひろば～ 
※20 年経験者研修 読替可（条件有） 

17 
中学校技術・家庭科（技術分野）新担
当者研修会 

農
業

環
境 34 

特別支援学校と農業分野企業・法
人をつなぐ「農福連携」推進研修会 
※20 年経験者研修 読替可
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分類 番 研 修 会 名 分類 番 研 修 会 名 

農
業

環
境 35 

水環境教育プログラム「エデュケータ
ー」養成研修会 

管
理
職

44 管理職・ICT 活用研修会 

学
び
の

集
団

づ
く
り 36 

チーム力向上ファシリテーター養成
研修会（上級・初級）
※20 年経験者研修 読替可（上級のみ）

45 
「探究的な学習」に本気で取り組

む学校マネジメント研修会 

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

37 
教諭等・学校組織マネジメント研修会 
※20 年経験者研修 読替可 46 管理職・学校の危機管理研修会 

キ
ャ
リ
ア

形
成

38 
男女共同参画推進・キャリアアップセ
ミナー

オ
ン
ラ
イ
ン
連
携
講
座

島
根
県
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修

1 
学校図書館を活用した授業改善講
座 

生
涯
学
習

39 埼玉県著作権講習会 2 小学校生活科教育講座 

40 

地域とともに歩む 
学校づくりセミナー 
※20 年経験者研修 読替可

3 不登校の理解と支援講座 

41 読書活動推進講座 4 子ども理解と支援講座 

42 
災害直後の対応力養成講座 
※20 年次経験者研修 読替可 5 

すべての教職員に役立つ！支援に
つながる子どもの理解講座 

43 
家庭教育支援研修会 
※20 年経験者研修 読替可（条件有） 6 

特別支援学校・特別支援学級にお
ける授業づくり講座 

（６）専門研修の概要について

※ 義務教育学校については、前期課程：小学校、後期課程：中学校にそれぞれ含めます。

※ 研修日、研修内容及び研修会場は変更になることがあります。
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（６）専門研修の概要 

 

２ 
社
会 

社会科の授業力を高める専門研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B  〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 授業構想力 

D     

E     

【目的】 
 学習指導要領では、子供が主体となって学ぶ社会科の授業づくりが
求められています。本研修では「主体的・対話的で深い学び」を目指す
問題解決的な学習の授業づくりについて講義と演習を通して学び、社
会科における授業構想力を育成します。 
 
【研修内容】 
・講義演習：主体的・対話的で深い学びを目指す問題解決的な授業づ 
      くり 
・講  師：大妻女子大学 教授 澤井 陽介 氏 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇   

定員 ３０名 

研修日 １２／２５（水） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 １２／４（水） 

備考 20 年経験者研修 読み替え可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 理
科 

理科の授業力を高める実験･実技研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B  〇 〇  

C     

★育成する力 
 実験・実技に関する指導力 

D     

E     

【目的】 
理科で育成を目指す資質・能力を育むには、問題解決の活動・科学

的に探究する学習を充実させることが重要です。 
本研修では、小学校から中学校の学習内容の系統性を図りながら理

科の授業力向上を目指し、児童生徒の思考力等を育成する指導方法に
ついて、指導者による授業実践事例紹介や実習を中心とした研修を通
して、実験・実技に関する指導力を育成します。 
 
【研修内容】 
・実習：授業力を高める観察、実験①・② 
・協議：思考力を育てる観察、実験の工夫 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇  〇 

定員 ３２名 

研修日 ９／２７（金） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ７／１２（金） 

備考  

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

16



３ 

地
歴
公
民 

高等学校地理歴史科、公民科の授業力を高める研
修会 
－「地理総合」の授業づくり－ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 

C 

★育成する力
授業構想力、ＩＣＴ活用指導力

D 

E 〇 〇 〇 

【目的】 
 「地理総合」の必履修科目化に伴い、地理を専門としない教員が地
理科目を担当する機会は大幅に増加しました。一方、「地理総合」にお
ける地理情報システムの活用や防災、生活圏の調査などのように、専
門外の教員には馴染みの薄い学習内容も少なくありません。 
 本研修では、「地理総合」の授業づくりについて、具体的な実践事例
を共有するとともに、今後の授業実践に向けた協議を通じて授業構想
力とⅠＣＴ活用指導力を育成します。 

【研修内容】 
・講義：「地理総合」の授業づくり
講師：県内公立高校 地理歴史科教諭

・協議：授業実践に関する情報共有及び研究協議

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 

定員 ３０名 

研修日 
未定 
５月末日までに決定した研修日を別
途通知 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 研修日の２週間前程度 

備考 臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 

４ 
音
楽 

｢楽しい授業づくり｣音楽科研修会Ⅰ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 

C 

★育成する力
ＩＣＴ活用指導力

D 

E 

【目的】 
 ＧＩＧＡスクール構想の趣旨を踏まえ、音楽科の特性を生かしたＩ
ＣＴの活用が求められています。本研修では、学校現場で指導的ニー
ズの高いＩＣＴを活用した授業づくりを目指し、音楽の授業に効果的
に活用できる指導法などについてのＩＣＴ活用指導力を、授業実践例
による講義と演習から育成します。 

【研修内容】 
・講  義：音楽科の特性を踏まえた効果的なＩＣＴ活用について 
・講義演習：具体的な授業における活用法の実際と演習

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 ６／７（金） 9:15～16:30 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ５／２（木） 

備考 臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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５ 
音
楽 

｢楽しい授業づくり｣音楽科研修会Ⅱ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 合理的配慮を踏まえた指導力 

D     

E     

【目的】 
 音楽科の授業でも、児童生徒一人一人に合った「個別最適な学び」
が求められています。本研修では、音楽科の学びの過程において考え
られる困難さに対する指導の工夫を一緒に考えることを目指します。
「特別支援教育の視点からの音楽教育」についての一人一人の教育的
ニーズに応じたきめ細かな合理的配慮を踏まえた指導力を、様々な支
援の仕方や教材教具の紹介等から育成します。 
 
【研修内容】 
・講義演習：特別支援教育の視点からの授業実践紹介と教材研究 

特別支援教育の視点からの授業展開と事例演習 

 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 １／２２（水）9:30～16:30 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ９／２６（木） 

備考 臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

６ 
音
楽 

｢楽しい授業づくり｣音楽科研修会Ⅲ（小学校） 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇    

C     

★育成する力 
 授業創造力 

D     

E     

【目的】 
 初めて音楽専科（音楽主任）になった方や、初めて音楽の授業を担
当する方が対象です。本研修では、授業等音楽に係ることに関して、
悩みを語り合ったり、情報を交換し合ったりしながら、よりよい音楽
の授業を創ることを目的として実施します。 
 
【研修内容】 
・第１日：授業改善等について（音楽会等への取組も含む） 
・第２日：授業改善等について（音楽会等への取組も含む） 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇    

定員 ２０名 

研修日 
①６／２７（木）15:30～16:30 
②９／２６（木）15:30～16:30 

実施形態 オンライン 

申込締切 ①②ともに ５／２（木） 

備考 
臨時的任用教諭の受講も可 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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７ 
音
楽 

｢楽しい授業づくり｣音楽科研修会Ⅲ（中学校） 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇    

C     

★育成する力 
 授業創造力 

D     

E     

【目的】 
 初めて音楽の授業を担当する方や、原則として本採用５年以内の教
員が対象です。本研修では、授業等音楽に係ることに関して、悩みを
語り合ったり、情報を交換し合ったりしながら、よりよい音楽の授業
を創ることを目的として実施します。 
 
【研修内容】 
・第１日：授業改善等について（音楽会等への取組も含む） 
・第２日：授業改善等について（音楽会等への取組も含む） 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

  〇   

定員 ２０名 

研修日 
① ７／４（木）15:30～16:30 
②１０／３（木）15:30～16:30 

実施形態 オンライン 

申込締切 ①②ともに５／２（木） 

備考 
臨時的任用教諭の受講も可 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

８ 

図
工
・
美
術 

豊かな感性を育む図工・美術研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 児童生徒の創造性を育成する指導力 

D     

E     

【目的】 
 小学校図画工作の造形遊びと中学校美術の素材を生かした具体的な
題材を活用した授業づくりを目指し、材料や場所を基にした造形遊び
や、材料の特性を生かした表現についての児童生徒の創造性を育成す
る指導力を、講義と演習を通して育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：図画工作･美術の系統的な指導と評価 
・演習：材料や場所を基にした造形遊び 
・演習：材料の特性を生かした表現活動 
 
※小学校図画工作の造形遊びと中学校美術の素材を生かした具体的な
題材の演習を通して、授業実践につなげる研修内容です。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ２４名 

研修日 ７／２６（金）9:15～16:30 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ６／２１（金） 

備考 臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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９ 

図
工
・
美
術 

美術館を利用した図工・美術鑑賞授業づくり 
研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇   

C     

★育成する力 
 鑑賞に対する実践的指導力 

D     

E     

【目的】 
 実践に生かせる鑑賞の授業づくりを目指し、美術館の教育普及活動
や鑑賞プログラムの紹介や鑑賞活動に対する実践的指導力について、
講義、演習及びワークショップを通して育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：美術館の教育普及活動 
・演習：美術館を利用した授業づくり 
・参観：ワークショップ：ドローイング 
 
※埼玉県立近代美術館の教育普及担当者による鑑賞指導を体験し、実
践に生かせる鑑賞授業づくりをグループで行います。 
 
※昨年度と同様の内容で予定しています。 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 ８／２０（火）10:00～16:30 

実施形態 集合（県立近代美術館） 

申込締切 ６／２１（金） 

備考 臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

10 

図
工
・
美
術 

図工・美術授業力向上研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇   

C     

★育成する力 
 授業創造力 

D     

E     

【目的】 
 図工・美術の授業について、日々の悩みを語り合ったり情報交換し
たりしながら、よりよい図工・美術の授業を創ることを目的として実
施します。図工・美術教育を担う受講者同士、授業創造力を高め合い
ます。 
 
【研修内容】 
・第１日：各校における図工・美術科授業の現状と授業改善について 
・第２日：観点別評価の工夫について 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇  〇 

定員 ２０名 

研修日 
① ９／２７（金）14:30～16:30 
②１１／ ８（金）14:30～16:30 

実施形態 オンライン 

申込締切 ①②ともに８／９（金） 

備考 
臨時的任用教諭の受講も可 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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11 
外
国
語 

外国語教育における小・中・高等学校の接続を重
視した授業力向上研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 〇 

C 

★育成する力
授業構想力

D 

E 〇 〇 〇 〇 

【目的】 
 学習指導要領では小学校、中学校、高等学校の接続に留意しながら、
学びの連続性を意識した指導の充実が求められています。 
 本研修では、各校種における外国語活動や外国語科の内容、指導等
の実態を把握することにより、小学校から中学校、中学校から高等学
校への円滑な接続を図ることで、共通の目標である「言語活動を通し
て外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を育成すること」
を目指します。受講者による協議を中心とした研修を通して、外国語
活動・外国語科における授業構想力を育成します。 

【研修内容】 
・第１日
協議：各校種における授業の現状と言語活動の充実

・第２日
協議：授業における ICTの活用と観点別評価の工夫

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 

定員 ４０名 

研修日 
①１０／ ４（金）15:30～16:30
② １／３１（金）15:30～16:30

実施形態 オンライン

申込締切 ９／２（月） 

備考 
20 年経験者研修 １０／４の受講の
み読み替え可 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 

12 
外
国
語 

小学校外国語専科指導教員による 
魅力ある授業づくり研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 

C 

★育成する力
授業構想力・ＩＣＴ活用指導力

D 

E ○ ○ 

【目的】 
 専科指導教員が互いに日々の授業実践を共有し、それぞれが抱える
悩みや課題を受講者同士で解決策を見出しながら、国や県の動向をお
さえた授業改善を図り、自信をもって授業に臨むことを目指す。 

【研修内容】 
・第１日

講義演習：「小学校外国語教育の現状と課題」
  講  師：義務教育指導課 指導主事 
・第２日

講義演習：「小学校外国語活動・外国語の授業における ICTの効果
的な活用」 

講  師：文部科学省初等中等教育局教科書課デジタル教科書企
画係 

【その他】 
・事前課題

第１日目に使用する。課題言語活動の充実を図った実践事例と
評価規準例について A４片面１枚程度にまとめる。 

・ミーティング ID及びパスコード
後日「日程及び内容等」に記載します。 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 

定員 各４０名 

研修日 
①１０/１１（金）14:45～16:30
② １/３０（木）14:45～16:30

実施形態 オンライン

申込締切 
① ７／３１（水）
② ８／３０（金）

備考 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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13 

国
際
理
解 

国際理解教育実践研修 
～SDGｓと多文化共生の視点による～ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 多文化共生に係るファシリテーション力 

D     

E     

【目的】 
 グローバル化が進む現在、国際理解教育や SDGｓについての理解
を深めることが求められています。本研修では、JICA による「SDG
ｓ」や「多文化共生プログラム」についての講義と演習を通して、
多文化共生に係るファシリテーション力を育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：JICAにおける国際理解教育の取組 
・見学：JICA地球ひろばサテライト展示の見学 
・演習：多文化共生プログラム 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ３０名 

研修日 ６／１８（火）午後 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ５／１７（金） 

備考 20 年経験者研修 読み替え可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

14 

日
本
語
指
導 

多文化共生を目指した日本語指導法講座 

～日本語指導が必要な児童生徒のために～ 
対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 実践的な日本語指導力 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

【目的】 
 日本語指導が必要とされる児童生徒のために、日本語指導に必要な
知識・技能を身に付けるとともに、実践的な日本語指導力の育成を目
指します。 
 
【研修内容】 
・講義演習 

日本語の指導～現場知の実践～ 
外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント（DLA）の活用 

・協議 
所属校における日本語指導の方法と課題 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ４０名 

研修日 ９／１０（火） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ８／８（木） 

備考 
20 年経験者研修 読み替え可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 
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15 
体
育 

小学校体育科研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 実技指導力 

D     

E     

【目的】 
 学習指導要領では、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊か
なスポーツライフを実現するための資質・能力を育成することが求
められています。 
 本研修では体育科で求められる資質・能力を育成するために必要
な指導力向上を目指し、これからの体育授業の指導方法と運動の特
性や魅力を味わわせる実技指導力を育成します。 
 
【研修内容】 
・第１日：午前 ボール運動 

午後 低学年期の運動遊び 
 

・第２日：午前 表現運動 
午後 体つくり運動 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇   〇 

定員 ３０名 

研修日 
①７／２４（水） 
②７／３１（水） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ①②ともに６／７（金） 

備考 １日のみの受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

16 
技
術 

中学校技術･家庭科(技術分野)授業づくり研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 授業構想力、ＩＣＴ活用指導力 

D 〇 〇 〇  

E 〇 〇 〇  

【目的】 
 技術・家庭科（技術分野）では、育成すべき資質・能力を、問題解決
型の学習過程を通して身に付けさせる授業が求められています。本研
修では、技術分野のＡ～Ｄの中から、特に要望の多かった内容の実践
紹介や講義・実習を通して、授業構想力を育成します。 
 
【研修内容】 
・第１日：内容Ｃ エネルギー変換の技術 
・第２日：内容Ｂ 生物育成の技術 
・第３日：内容Ｄ 情報の技術 
 
※ 第３日の研修は、特定非営利法人みんなのコード主催による研修
を含みます。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇   

定員 ２０名 

研修日 
①７／３１（水） 
②８／ ６（火） 
③８／２８（水） 

実施形態 
①集合（総合教育センター） 
②集合（総合教育センター江南支所） 
③集合（総合教育センター） 

申込締切 ①～③ともに６／１４（金） 

備考 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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17 
技
術 

中学校技術・家庭科(技術分野)新担当者研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 

C 

★育成する力
授業構想力、ＩＣＴ活用指導力

D 〇 〇 〇 

E 〇 〇 〇 

【目的】 
 本研修は、技術分野を新しく担当する教員が、授業の基盤となる指
導スキルを身に付け、生徒一人一人が技術の見方・考え方を働かせた
学習活動を展開できるような授業構想力を育成することを目的として
います。 

【研修内容】 
・第１日：指導計画・評価計画、安全に関する指導
・第２日：内容Ｂ生物育成の技術、内容Ｃエネルギー変換の技術
・第３日：内容Ｄ情報の技術 ＩＣＴを活用した授業の工夫
・第４日：授業実践に基づく研究協議、学習指導計画の作成等

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 

① ５／２８（火）
② ６／２７（木）
③ ９／ ３（火）
④ １１／７（木）

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 

①５／ ２（木）
②５／２３（木）
③７／３０（火）
④９／２６（木）

備考 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

18 
技
術 

中学校技術・家庭科(技術分野)授業力向上研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 

C 

★育成する力
授業構想力、ＩＣＴ活用指導力

D 〇 〇 〇 

E 〇 〇 〇 

【目的】 
 技術分野の担当教員は、1 校に 1 名若しくは複数校で 1 名というこ
ともあり、普段なかなか教科についての意見交換の機会がありません。
授業について日々の悩みや工夫を語り合うことで、よりよい技術の授
業を創ることを目的として本研修を実施します。 

【研修内容】 
・第１日

講義協議：各校における技術分野授業の現状と授業改善について

・第２日
講義協議：観点別評価の工夫について

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 
① ９／２７（金）15:00～16:30
②１１／１５（金）15:00～16:30

実施形態 オンライン

申込締切 ①②ともに８／９（金）

備考 
小学校教員の受講も可 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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19 家
庭 

小学校家庭科授業力向上研修会  

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 授業構想力 

D     

E     

【目的】 
校内で家庭科を担当している方が少ないこともあり、普段なかなか

教科についての意見を交わす機会がありません。授業について、日々
の悩みを語り合ったり、情報を交換し合ったりしながら、よりよい家
庭科の授業を創ることを目的として実施します。 
 
【研修内容】 
・第１日 
 講義・協議：各校における家庭科授業の現状と授業改善について 
 
・第２日 
 講義・協議：観点別評価の工夫について 

 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇  

定員 ２０名 

研修日 
① ７／ ５（金）15:00～16:30 
② ９／２７（金）15:00～16:30 

実施形態 オンライン 

申込締切 ①②ともに５／２０（月） 

備考 
中学校教員の受講も可 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

20 家
庭 

中学校技術・家庭科(家庭分野)授業力向上研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 授業構想力、ＩＣＴ活用指導力 

D     

E     

【目的】 
 校内で家庭科を担当している方が少ないこともあり、普段なかなか
教科についての意見を交わす機会がありません。授業について、日々
の悩みを語り合ったり、情報を交換し合ったりしながら、よりよい家
庭科の授業を創ることを目的として実施します。 
 
【研修内容】 
・第１日 
 講義・協議：各校における家庭科授業の現状と授業改善について 
 
・第２日 
 講義・協議：観点別評価の工夫について 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇   

定員 ２０名 

研修日 
① ６／２７（木）15:00～16:30 
②１０／ ４（金）15:00～16:30 

実施形態 オンライン 

申込締切 ①②ともに５／２０（月） 

備考 
小学校教員の受講も可 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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21 
家
庭 

授業力ＵＰ家庭科授業づくり研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 授業構想力 

D     

E     

【目的】 
 小学校における教科担任制の推進、小・中・高等学校の人事交流
など家庭科の環境は近年変わりつつあります。小・中・高等学校教
員が家庭科の授業づくりについて最新の情報を提供し、授業づくり
のポイントや課題を共有することで、授業力の向上を図ることを目
的としています。 
 午前は、公立中学校教諭を講師に招き、小・中学校の連携を意識
した授業づくりを中心に実践事例を紹介しながら、授業づくりのポ
イントや課題について協議を行います。 
 午後は、大学教授を招き、学習指導要領を踏まえた、小・中・高
等学校の系統性を意識した授業づくりについて講義を行います。 
 
【研修内容（予定）】 
・講  義：系統性を意識した家庭科の授業づくりについて 
・実  習：中学校の調理実習から異校種の連携を考える 
・講義演習：小・中・高等学校の連携を意識した授業づくり 
 
【持ち物】 
袖のあるエプロン（白衣）・三角巾（バンダナ）・布巾２枚 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇  

定員 ２０名 

研修日 ９／２５（水）9:15～16:30 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ５／２０（月） 

備考 
20 年経験者研修 読み替え可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

22 

教
育
の
情
報
化 

授業で使える ICT研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C     

★育成する力 
 ICT 活用指導力 

D     

E ○ ○ ○ ○ 

【目的】 
 学習指導要領では、情報活用能力が「学習の基盤となる資質・能
力」と位置付けられ、その育成のために必要な ICT環境を整え、それ
らを適切に活用した学習活動の充実を図ることが求められています。 
 本研修では、scratchの第一人者、阿部和広氏を講師にお招きし、
最新のプログラミング教育の動向についての講演や演習等を通して小
学校プログラミング教育の理解を深めるとともに、現役教員による各
教科での ICTを活用した授業実践の講義を行い、授業で使える情報活
用能力を育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：プログラミング教育の概要、ICT活用事例発表 
・演習：プログラミング教材の体験 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 ○ 〇 

定員 ３０名 

研修日 ７／５（金） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ６／７（金） 

備考 20 年経験者研修 読み替え可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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23 

教
育
の
情
報
化 

商業科プログラミング研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 ＩＣＴ活用指導力 

D     

E 〇 〇 〇  

【目的】 
 高等学校で学ぶ全ての生徒が、「基礎となる資質・能力」として、情
報活用能力が必須とされています。商業科教員等を対象に「プログラ
ミング」を指導するための必須知識や技術の向上を目指すため、ＩＣ
Ｔ活用指導力を育成したり、授業改善に生かしたりする研修を行いま
す。 
【研修内容】（予定） 
・講義：小・中学校におけるプログラミング教育の実践について 
・演習：観点別学習状況の評価を踏まえたプログラミングの授業改善 
    基礎編 
・演習：観点別学習状況の評価を踏まえたプログラミングの授業改善 
    中級編 
・講義協議：演習の振り返りと商業科のプログラミング教育の今後に 

ついて 
【その他】 
 小学校・中学校・高等学校・大学と発達段階に応じたプログラミング
教育についても協議します。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 ８／２７（火） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ７／１２（金） 

備考 
商業科教諭に限らずプログラミング
教育に係る教諭等の参加も可 
臨時的任用教職員の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 

 

24 

教
育
の
情
報
化 

３Ｄモデリング研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇   

C     

★育成する力 
 ＩＣＴ活用指導力 

D     

E     

【目的】 
 ３Ｄモデリング等に関する基礎的な知識及び活用技術を演習により
学び、３Ｄプリンタやレーザー加工機を活用した教材の作成能力を育
成します。 
 
【研修内容】 
 講 義：知的財産権について 
  
 演習①：オンラインサービスを活用した３Ｄモデリングの基礎 
 
 演習②：レーザー加工機を活用した造形技術の基礎 
 
【その他】 
 演習①において googleアカウントを使用します。ご自身でお持ちの
アカウントをご確認ください。（アカウントをお持ちでない方は当セン
ターより限定アカウントを貸与します。申し込みの際に備考に「アカ
ウント貸与希望」と記載してください。） 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 ８／２０（火） 

実施形態 集合（大宮工業高等学校） 

申込締切 ７／１９（金） 

備考 
実習教員および臨時的任用教職員の
受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27



25 

教
育
の
情
報
化 

高等学校情報科 
進学指導を意識した授業づくり 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B  〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 授業構想力・ＩＣＴ活用指導力 

D     

E  〇 〇 〇 

【目的】 
 令和７年度大学入学共通テスト「情報Ⅰ」の実施にあたり、外部講
師から最新の情報を得ることで、各校での進学指導に役立てる機会と
します。また、進学指導を意識した授業づくりの実践事例の共有や協
議を通して、授業構想力を育成します。 
 
【研修内容】 
 今年度は「高校情報科における生成 AIの活用」を主題に実施します。 
 
・第１日 講義：大学教授 
・第２日 実践事例紹介：県立高校教諭 

協議 
 
【その他】 
・昨年度と講師等が異なります。 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

   〇 〇 

定員 制限なし 

研修日 
① ７／１０（水）14:30～16:30 
②１０／２２（火）14:30～16:30 

実施形態 オンライン 

申込締切 ①②ともに６月１４日（金） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
※ただし、読み替える場合は両日受講
すること 
情報科以外の教科、及び幼・小・中か
らの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 
１日のみの受講も可 
昨年度の受講者も受講可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 

 

26 

教
育
の
情
報
化 

教育のデジタル化を進める研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A  〇 〇  

B  〇 〇  

C     

★育成する力 
 授業構想力・ＩＣＴ活用指導力 

D     

E     

【目的】 
 教育のデジタル化は、コロナ禍におけるオンライン授業やリモート
ワークの普及だけでなく、教育内容や方法の変革にもつながる重要な
テーマです。 
本研修会では、教育のデジタル化に関する最新の動向やデジタル化

のメリットや課題、実践事例を学び、教育のデジタル化に対する理解
と関心を深め、自らの教育実践に生かすことができるようになること
を目指します。 
 
【研修内容】 
・講義：教育のデジタル化の推進について（仮称） 
・協議：学校における生成 AI の活用について（仮称） 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 １００名 

研修日 ７／２（火） 

実施形態 オンライン 

申込締切 ６／４（火） 

備考 臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
教育ＤＸ担当 
０４８－５５６－３３４５ 
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27 

教
育
の
情
報
化 

効果的な広報活動推進研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A  〇 〇 〇 

B     

C     

★育成する力 
 ＩＣＴ活用指導力 組織マネジメント力 

D     

E  〇 〇 〇 

【目的】 
 学校の広報活動におけるウェブサイトや SNS 等の効果的な活用方法
について学び、各学校の魅力ある教育活動を発信する力を高めます。 
 
【研修内容】 
 講義：ウェブサイトや SNS を効果的に活用した学校の広報活動推進

（仮） 
 協議：学校ホームページや SNS のコンテンツ充実を図るための自校

の取組や課題（仮） 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 制限なし 

研修日 ６／２７（木） 

実施形態 オンライン 

申込締切 ５／３１（金） 

備考  

問合せ先 
教育ＤＸ担当 
０４８－５５６－３３４５ 

 

28 

養
護
教
諭 

特別支援学校の養護教諭のための専門研修 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇  

C     

★育成する力 
 保健管理 保健教育 保健室経営 

D     

E     

【目的】 
 特別支援学校の養護教諭を対象として、障害特性や保健室経営に関
する専門的な知識・技能を学ぶことで、資質向上を図り、特別支援学
校の養護教諭として専門性を高められるようにします。また、受講者
同士で、日頃、不安に思っていることや、困っていること等を共有し
合い、保健室経営を充実させることを目的として実施します。 
 
【研修内容（予定）】 
・第１日目：特別支援学校における円滑な医療的ケアの推進 
・第２日目：特別支援学校における歯科保健指導 
・第３日目：特別支援学校における保健室経営 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

    〇 

定員 ４０名 

研修日 
①１１／１９（火）15:15～16:45 
②１１／２６（火）15:15～16:45 
③１２／ ３（火）15:15～16:45 

実施形態 オンライン 

申込締切 １０／２５（金） 

備考 
１日のみの受講も可 
臨時的任用者の受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 
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生
徒
指
導 

教
育
相
談 

県立学校対象 
生徒指導・教育相談中級研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C  〇 〇  

★育成する力 
 アセスメント力、児童生徒への教育相談的対応力 
 組織的対応力 

D     

E     

【目的】 
 校内の生徒指導・教育相談を推進するために必要な理論・技法･態
度を身に付け、児童生徒が明るく安心して学べる学校づくりを積極的
に進めるための組織的対応力を育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：チーム学校～生徒指導上の課題解決を目指して～ 
    集団学習で個別の配慮を要する児童生徒の理解と対応 
    いじめ・自殺等生徒指導の諸課題について 
    保護者との連携の在り方 
    子供の心の理解～問題行動の理解と対応～ 
    短期療法概論 
    不登校の理解と対応 
・協議：生徒指導上の課題解決を目指して 
    Ｂ方式による事例研究 
    Ｓ方式による事例研究 
・演習：面接演習Ⅰ～Ⅳ、ロールプレイング 
 
【その他】 
※５回全ての研修を受講することを原則とする。 
※受講対象は、以下の①～④のいずれかに該当する者で、令和６年度
の５年経験者研修及び中堅教諭等資質向上研修該当者を除く、本採用
３年目以降の県立学校に勤務する者 
 ①生徒指導・教育相談初級研修会修了者 
 ②旧学校カウンセリング初級研修会修了者 
 ③平成１８年度以降の初任者研修修了者 
 ④上の①～③に該当しないが、同等の知識・技能を有すると所属長 
  が認める者 
※「市町村立学校対象 生徒指導・教育相談中級研修会」（総セ・市 
町村共同開催）と同内容 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 １８名 

研修日 

①６／ ３（月）～６／２８（金） 
②７／２４（水） 
③８／２７（火） 
④９／１１（水） 
⑤９／１７（火）～１０／１１（金） 

実施形態 

①オンデマンド 
②集合（総合教育センター） 
③集合（総合教育センター） 
④集合（総合教育センター） 
⑤オンデマンド 

申込締切 ５／１７（金） 

備考 
※受講対象については、左記【その他】
を参照 

問合せ先 
指導相談担当 
０４８－５５６－３３５４ 
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生
徒
指
導 

教
育
相
談 

市町村立学校対象 
生徒指導・教育相談中級研修会 

（総セ・市町村共同実施） 
対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C  〇 〇  

★育成する力 
 アセスメント力、児童生徒への教育相談的対応力 
 組織的対応力 

D     

E     

【目的】 
 校内の生徒指導・教育相談を推進するために必要な理論・技法･態
度を身に付け、児童生徒が明るく安心して学べる学校づくりを積極的
に進めるための組織的対応力を育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：チーム学校～生徒指導上の課題解決を目指して～ 
    集団学習で個別の配慮を要する児童生徒の理解と対応 
    いじめ・自殺等生徒指導の諸課題について 
    保護者との連携の在り方 
    子供の心の理解～問題行動の理解と対応～ 
    短期療法概論 
    不登校の理解と対応 
・協議：生徒指導上の課題解決を目指して 
    Ｂ方式による事例研究 
    Ｓ方式による事例研究 
・演習：面接演習Ⅰ～Ⅳ、ロールプレイング 
 
【その他】 
※５回全ての研修を受講することを原則とする。 
※受講対象は、以下の①～④のいずれかに該当する者で、令和６年度
の５年経験者研修及び中堅教諭等資質向上研修該当者を除く、本採用
３年目以降の市町村立学校に勤務する者 
 ①生徒指導・教育相談初級研修会修了者 
 ②旧学校カウンセリング初級研修会修了者 
 ③平成１８年度以降の初任者研修修了者 
 ④上の①～③に該当しないが、同等の知識・技能を有すると所属長

が認める者 
※「県立学校対象 生徒指導・教育相談中級研修会」と同内容 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 市町村の指定する人数 

研修日 

①６／３（月）～６／２８（金） 
②市町村の指定する日 
③市町村の指定する日 
④市町村の指定する日 
⑤９／１７（火）～１０／１１（金） 

実施形態 

①オンデマンド 
②集合※ 
③集合※ 
④集合※ 
⑤オンデマンド 
 
※②③④会場：市町村の指定する所 

申込締切 市町村の指定する日 

備考 
※受講対象については、左記【その他】
を参照 

問合せ先 
指導相談担当 
０４８－５５６－３３５４ 
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生
徒
指
導 

教
育
相
談 

みんなで考える 生徒指導・教育相談 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C 〇 〇 〇 〇 

★育成する力 
 組織的課題解決力 

D     

E     

【目的】 
 いじめ、不登校、発達障害への理解・対応や学校内外との連携の在
り方など、総合的な生徒指導の力量を高めるとともに、校内の生徒指
導、教育相談体制づくりについての組織的課題解決力を育成します。 
 
【研修内容】 
・第１日 
 講義：いじめに対応する学校組織づくり 
      ～未然防止から重大事態まで～ 
 講師：千葉大学 教育学部 教授 藤川 大祐 氏 
 
・第２日 
 講義：不登校児童生徒への支援～子ども達の学びを支える～ 
 講師：埼玉県立大学 保健医療福祉部 教授 東 宏行 氏 
 
・第３日 
 講義：多様な児童生徒を支える～発達支持的生徒指導～ 
 講師：文教大学 教育学部 教授 会沢 信彦 氏 
 演習：発達障害に関する相談の対応 
 レポート協議：発達障害が疑われる児童生徒への対応 
 
【その他】 
・レポート協議では、課題レポートを作成する。 
 ※課題レポートの内容については別途連絡 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 各８０名 

研修日 
① ６／２８（金）14:00～16:30 
② ８／２６（月）14:00～16:30 
③１０／ ３（木） 9:00～16:30 

実施形態 
①オンライン 
②オンライン 
③集合(総合教育センター） 

申込締切 
① ６／ ７（金） 
② ８／ ９（金） 
③１０／２５（金）→９／６（金） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
※ただし、読み替える場合は①②の両
日または③の終日を受講すること。 
１日のみの受講も可 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
指導相談担当 
０４８－５５６－３３５４ 
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生
徒
指
導 

教
育
相
談 

教育相談カウンセリング研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C     

★育成する力 
 教育相談力 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

【目的】 
 児童生徒・保護者が抱える様々な課題について理解を深め、関わり
方について学び、教育相談に関する知識・対応力を高めます。 
 
【研修内容】 
・第１日 
  講義：教育相談に関すること① 
     児童生徒・保護者相談対応・カウンセリングに関す 
     ること 
  講師：東京家政大学 心理学部 教授 杉山 雅宏 氏 
 
・第２日 
  講義：教育相談に関すること② 
     子供の発達理解 
  講師：奥山子どもクリニック 理事長兼院長 奥山 力 氏 
 
【その他】 
・実施形態について 
  実施形態はオンライン・オンデマンドとなります。申込時、受講 
 方法を選択してください。申込み後の変更は受け付けません。 
  オンライン・オンデマンドの各受講方法については、申込受付後 
 通知いたします。 
・20年経験者研修の読み替えについて 
 20年経験者研修の受講対象者は、幼・小・中・高・特になります。 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 〇 

定員 各６０名 

研修日 
① ５／２７（月）13:30～16:30 
②１０／３１（木）13:30～16:30 

実施形態 
オンライン又はオンデマンド 
※オンデマンド動画の配信期間は別
途通知 

申込締切 
① ５／１３（月） 
②１０／１７（木） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
※ただし、読み替える場合は両日受講
すること 
受講対象者は、県及び市町村教職員、
さわやか相談員等とする。 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
指導相談担当 
０４８－５５６－３３５４ 
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特
別
支
援
教
育 

特別支援教育研修～教員がつながる Tひろば～ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C     

★育成する力 
 自律的に学び続ける力 実践的指導力 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

【目的】 
 『どこでも』オンラインで所属から定期的なミーティングでつなが
り、校種を超えて実践的に学ぶことができます。『いつでも』オンデマ
ンドで特別支援教育の理解を深めるため、理論等について学ぶことが
できます。特別支援教育について自律的に学び続ける力と、実践的指
導力を育成します。 
 
【研修内容】 
・定期的なミーティングによる研修受講者同士の情報交換（全３日） 
・国立特別支援教育総合研究所の「学びラボ～特別支援教育ｅラーニ
ング～」の受講 

・アンケートフォームや研修情報サイトを活用した情報提供や相談 
・大学講師によるオンライン講義への参加（希望者） 
（※夏季休業中の「特別支援学級新担当教員研修会」の「知的障害」
「自閉症」、「通級指導教室新担当教員研修会」の「発達障害」「イン
クルーシブ教育の推進」） 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 〇 

定員 ５０名 

研修日 

オンラインミーティング 
① ９／２５（水）15:00～16:30 
②１１／２２（金）15:00～16:30 
③ １／２４（金）15:00～16:30 
 
オンデマンド講義 
団体登録後各自受講 

 
大学講師による講義（希望者のみ） 
①８／ ７（水） 
②８／２８（水） 

実施形態 
オンライン 
オンデマンド 

申込締切 ６／２８（金） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
※ただし、読み替える場合はオンライ
ンミーティング①②の両日を受講す
ること 
受講対象者に養護教諭・栄養教諭を含
む。 
臨時的任用教諭の受講も可 

問合せ先 
特別支援教育担当 
０４８－５５６－３３７０ 
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34 食
農 

特別支援学校と農業分野企業・法人をつなぐ

「農福連携」推進研修会 
対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 
★     

A 〇 〇 〇 〇 

B 〇 〇 〇 〇 

C 〇 〇 〇 〇 

★育成する力 
 農業分野指導力、地域・他機関連携力、発信力 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

【目的】 
 「農福連携」は、障害者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や
生きがいを持って社会参画を実現していく取組です。本研修では当セ
ンターで作成したテキストを活用し、特別支援学校で農業分野の作業
学習等に携わる教職員の指導力向上を図ります。また、学校と農業経
営体（就労先）をつなげることで農福連携を推進する力を育成します。 
 
【研修内容】 
 実   習：農業教育・環境教育推進担当による農業学習支援 
 講義・演習：民間企業や農業経営体による講義・演習・意見交換 
 講   義：特別支援学校教職員による農業学習の実践紹介 
 
【その他】 
※上記内容を２回に分けて実施します 
※詳細については「総合教育センター江南支所」ＨＰを参照くださ
い。 

校種 
幼 小 中 高 特 

    〇 

定員 ２０名 

研修日 
５／１７（金） 
７／２３（火） 

実施形態 集合（総合教育センター江南支所） 

申込締切 ５／９（木） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
（１日のみの受講でも読み替え可） 
１日のみの受講も可 
実習ができる服装でお越しください 

問合せ先 
農業教育・環境教育推進担当 
０４８－５３６－１５８６ 

 

35 

環
境
教
育 

水環境教育プログラム「エデュケーター」 
養成研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 環境教育実践力 

D     

E     

【目的】 
 水を題材として、主体的・対話的で深い学びが得られるよう開発し
たプロジェクト WET の「水環境プログラム」を体験し、授業への導入
はもちろん自校での環境教育推進者を育成する。 
 
【研修内容】 
・講義：プロジェクト WET「水環境プログラム」 

 講師：指導主事、プロジェクト WETファシリテーター 
・演習：水環境プログラムの実施 
  講師：指導主事、プロジェクト WETファシリテーター 
 
【その他】 
・演習では、体を使ってのアクティビティを実施します。動きやすい
服装を準備してください。 

・エデュケーターになるために必要な時間数のアクティビティを実施
した方は、本人の希望によりプロジェクト WETの「エデュケーター」
の資格を認定します（テキストを購入していただきます）。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 
①８／ ９（金）9:15～16:30 
②８／２０（火）9:15～16:30 

実施形態 集合（総合教育センター江南支所） 

申込締切 ７／５（金） 

備考 
エデュケーターの資格取得には両日
とも参加する必要があります。 

問合せ先 
農業教育・環境教育推進担当 
０４８－５３６－１５８６ 
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36 

 

学
び
の 

 

集
団
づ
く
り 

チーム力向上ファシリテーター養成研修会 
（上級・初級） 

対象 

指標 
○上級 

◆初級 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B ◆ ◆ 〇 〇 

C ◆ ◆ 〇 〇 

★育成する力 
 ファシリテーション力 チームマネジメント力 

D     

E     

【目的】 
 クラス運営を行う上で、教員がチームづくりのファシリテーター（舵
取り者）となり、児童生徒一人一人が自らの力を引出せるよう支援す
ることが大切です。またチームづくりは職員間のチーム力向上にも有
効です。この研修では、アドベンチャー教育を通し、ファシリテータ
ーとしてどのように考え、支援し、望ましい人間関係の形成に結びつ
けるかを理論的かつ具体的に学び、ファシリテーション力とチームマ
ネジメント力を育成します。 
 
【研修内容】 
・上級 第１日 

 講義：アドベンチャー教育とファシリテーターとしての教員 
 協議：ファシリテーターとしての実践について１ 

・上級 第２日 
 協議：ファシリテーターとしての実践について２ 
 演習：ファシリテーションの実際 

 
・初級 

 講義：ファシリテーションとは 
 演習：ファシリテーションの実際 

 
【その他】 
・上級は指導者の養成を目指します。 
※上級受講条件：右記備考を参照 

・上級初級ともアリーナでの活動があります。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 
上級１０名 
初級４０名 

研修日 

上級 ①１０／ ８（火） 
②１１／１９（火） 

 
初級  １１／１９（火） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ８／３０（金） 

備考 

上級：20 年経験者研修 読み替え可 
※ただし、両日受講すること 
上級受講条件 
ファシリテーター養成研修を受講

したことがあり、２日間とも受講でき
ること 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 

 

37 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

教諭等・学校組織マネジメント研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A  〇 〇 〇 

B     

C     

★育成する力 
 組織マネジメント力・ファシリテーション力 

D     

E     

【目的】 
 各学校で中核となる人材に対し、学校における組織的なマネジメン
トの手法に係る講義・ファシリテーションに関する演習・協議を行い、
体系的な学校運営の方法を学びます。 
 本研修では、学校内外の能力・資源を活用し、学校教育目標を達成
していく過程（活動）で、学校をよりよくしていくための組織マネジ
メント力を育成します。 
 
【研修内容】 
・講    義：学校改革組織マネジメント 
・セッションⅠ：ファシリテーターの役割と進め方 
・セッションⅡ：世代を結ぶ協働探究のコミュニティ 
 
【その他】 
・詳細は後日案内予定 

校種 
幼 小 中 高 特 

   〇 〇 

定員 ３０名 

研修日 ７／１２（金） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 ６／７（金） 

備考 20 年経験者研修 読み替え可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３３４８ 
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38 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

男女共同参画推進・キャリアアップセミナー 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A   〇 〇 

B     

C     

★育成する力 
 マネジメント力 リーダーシップ 

D     

E     

【目的】 
 教職員が目指すべき姿やその実現のために身に付けたい能力、経験
等を整理し、主体的に自身のキャリアについて振り返ります。本研修
では、今後、学校運営の推進者となろうとする教職員を対象とし、男
女共同参画の現状を学び、ロールモデルとなる学校管理職経験者等の
体験談等を聞いていただきます。そして、少人数グループによる協議
等を通じて自分自身を振り返るとともに、マネジメント力やリーダー
シップ力を育成します。 
 
【研修内容】 
・第１日 

講義：男女共同参画の視点に立った学校づくり 
講師：国立女性教育会館（NWEC） 

 
講義：採用から現在までで大切にしてきたこと（仮） 
講師：教育局職員又は県立学校管理職経験者 

 
協議：（講義の内容を踏まえたテーマを予定しています） 

 
・第２日 

講議：ミドルリーダーに期待すること（仮） 
講師：教育局職員又は県立学校管理職経験者等 
 
協議：自身のキャリアプランについて 

※行政職の仕事内容等も紹介する予定です。 
  指導者：教育局職員又は県立学校管理職経験者等 
 
※第２日までにキャリアプランシートの作成があります。 

校種 
幼 小 中 高 特 

   〇 〇 

定員 ２０名 

研修日 
① ７／１２（金）午後 
②１０／２２（火）午後 

実施形態 オンライン 

申込締切 ６／１４（金） 

備考 
採用後５年以降の教職員で校長が推
薦する者 

問合せ先 
企画調整担当 
０４８－５５６－３３１９ 

 

39 

生
涯
学
習 

埼玉県著作権講習会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A  〇 〇  

B  〇 〇  

C     

★育成する力 
 著作権の基礎的な知識 運用における対応力 

D     

E  〇 〇  

【目的】 
 近年の急速な ICT 化やメディアのデジタル化により、著作権を取り
巻く状況は大きく変化しています。学校等における著作権の取扱い方
や、基礎知識を学ぶことはオンライン学習等を進めていく上で不可欠
となってきています。 
 本研修では、児童生徒・県民に対する著作権についての教育活動の
充実や県民サービスを目指し、著作権の基礎的な知識、運用における
対応力を講義や演習を通して育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：学校教育における著作権とその取扱いについて（仮） 
 講師：日本複製権センター理事長 川瀬 真 氏 
 
・協議：著作権Ｑ＆Ａ（仮） 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 〇 

定員 制限なし 

研修日 ６／１３（木） 

実施形態 オンライン 

申込締切 ５／１０（金） 

備考  

問合せ先 
教育ＤＸ担当 
０４８－５５６－３３４５ 
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40 

生
涯
学
習 

地域とともに歩む学校づくりセミナー 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A  〇 〇 〇 

B     

C  〇 〇 〇 

★育成する力 
 地域連携に関する知識や活用力 

D  〇 〇 〇 

E     

【目的】 
 「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という目標を学
校と社会が共有し、子供たちの資質・能力を育む「社会に開かれた教
育課程」の実現に向け、地域と学校の連携・協働を推進していくこと
が重要です。 
 本研修では、学校・家庭・地域が一体となった教育活動を推進する
ことを目指し、地域連携に関する知識や活用力を講義や演習から育成
します。 
 
【研修内容（予定）】 
・第１日 

 講義演習：ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙと地域学校協働活動の一体的推進 
 講  師：国立教育政策研究所 社会教育実践センター職員 

 
・第２日 

 講  義：社会教育施設と学校の連携で育つ子供 
 講  師：青山学院大学 教授 山本 珠美 氏 
 
 講義演習：県立博物館の実践紹介・特別史跡埼玉古墳群見学 
 講  師：県立博物館職員等 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 各４０名 

研修日 
①１０／１６（水）午後 
②１１／ ８（金） 

実施形態 
①集合（総合教育センター） 
②集合（さきたま史跡の博物館） 

申込締切 
①１０／ ３（木） 
②１０／２５（金） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
（１日のみの受講でも読み替え可） 
受講対象者は、県・市町村職員、学校
運営協議会委員・PTA関係者等を含む。 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
教職員研修担当 
０４８－５５６－３４１９ 

 

41 

生
涯
学
習 

読書活動推進講座 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B 〇 〇 〇 〇 

C     

★育成する力 
 読書技法についての知識や技能 

D     

E     

【目的】 
 子供たちが本に親しみ、読書体験を豊かにすることは、読書習慣を
身に付け読解力の基礎を育む上で重要です。 
 本研修では、子供たちに豊かな読書体験を提供することを目指し、
読書技法についての知識や技能を、専門的な講義や受講者同士の演習
を通して育成します。 
 
【研修内容】 
・第１日 
  講義演習：豊かな読書活動に向けた学び（仮） 
  講  師：県立学校司書教諭 
 
・第２日 

 講  義：読み聞かせの基本を学ぼう 
～本の持ち方・読み方・選び方～ 

 演習協議：読み聞かせのブラッシュアップ 
～読み聞かせ実技演習～ 

講  師：埼玉県立図書館おはなしボランティア指導者 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 〇 

定員 各４０名 

研修日 
① ９／１１（水）午後 
②１０／ ９（水） 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 
① ８／ ９（金） 
② ９／１１（水） 

備考 

受講対象は、県及び市町村職員、学校
司書、読書活動推進ボランティア等を
含む。 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
企画調整担当 
０４８－５５６－３３１９ 
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生
涯
学
習 

災害直後の対応力養成講座 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A 〇 〇 〇 〇 

B     

C     

★育成する力 
 災害発生時の対応力 

D     

E     

【目的】 
 近年、地震及び風水害が頻発し、改めて災害への対応力を高める必
要があります。多くの学校が災害発生時の避難所となりうることから、
その対応と避難所運営について学びます。実際に災害が発生した際に、
一人でも多くの命を救うために、防災の専門家からの講義や災害時の
対応を想定した演習を行います。 
 
【研修内容】 
・講義演習：災害対応サイクルで考える防災対策と避難所運営 
・講  師：一般社団法人防災教育普及協会 

教育事業部長 宮﨑 賢哉 氏 
 
【その他】 
・20年経験者研修の読み替えについて 

20 年経験者研修の受講対象者は、幼・小・中・高・特になります。 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 〇 

定員 ４０名 

研修日 １２／２６（木）午後 

実施形態 集合（総合教育センター） 

申込締切 １１／２８（木） 

備考 
20 年次経験者研修 読み替え可 
受講対象は、県及び市町村職員、公民
館職員等を含む。 

問合せ先 
企画調整担当 
０４８－５５６－３３１９ 

 

43 

生
涯
学
習 

家庭教育支援研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C     

★育成する力 
 現代的課題への理解力や対応力 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

【目的】 
 家庭教育の現状や課題、今後の在り方をはじめ、現在の社会的課題
について理解を深め、家庭支援に関するスキルを高めます。現代の子
供たちが抱える課題や家庭支援などのテーマを扱います。 
 
【研修内容】 
・第１日 
  講義：性の多様性～子どもの性と生を支える～ 
  協議：性の多様性～子どもの性と生を支える～ 
  講師：埼玉大学 ダイバーシティー推進センター 

准教授 渡辺 大輔 氏 
 
・第２日 
  講義：子どもの自殺予防 

～学校・家庭・地域の連携～ 
  講師：一般社団法人 髙橋聡美研修室 代表 髙橋 聡美 氏 
 
  協議：子どもの自殺予防～学校・家庭・地域の連携～ 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 〇 

定員 各８０名 

研修日 
①７／ ２（火）13:00～16:30 
②７／１６（火）13:00～16:30 

実施形態 
①集合（総合教育センター） 
②集合（総合教育センター） 

申込締切 
①５／２９（水） 
②６／２６（水） 

備考 

20 年経験者研修 読み替え可 
※ただし、読み替える場合は両日受講
すること 
受講対象者は、県及び市町村職員、さ
わやか相談員、家庭教育支援アドバイ
ザー等含む。 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
指導相談担当 
０４８－５５６－３３５４ 
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44 
管
理
職 

管理職・ICT活用研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

 

A 

B 

C 

★育成する力 
 ＩＣＴ活用指導力・組織的推進力 

D 

E 

【目的】 
教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進は第 4 期教育

振興基本計画の基本方針の一つに挙げられています。 
この研修では教育 DX に関する国の動向や先進的に取り組んでいる

自治体等の事例等について知り、教育 DXに関する理解を深めるととも
に、自校の課題解決に向けた ICT活用指導力と組織マネジメント力を、
講義と演習から育成します。 
 
【研修内容】 
・講義：第 4期教育振興基本計画と教育 DXの推進（仮称） 
・演習：業務フロー作成の意義と活用（仮称） 
 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 
１００名 
校長、副校長、教頭及び主幹教諭 

研修日 ７／１２（金） 

実施形態 オンライン 

申込締切 ６／１４（金） 

備考  

問合せ先 
教育ＤＸ担当 
０４８－５５６－３３４５ 

 

45 
管
理
職 

「探究的な学習」に本気で取り組む 
学校マネジメント研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

 

A 

B 

C 

★育成する力 
 課題解決力 マネジメント力 

D 

E 

【目的】 
 高等学校においては「探究的な学習」が学習指導要領改訂の中心的
なキーワードとなっています。本研修では、「総合的な探究の時間」や
「探究」を科目名に組み入れた新科目等の授業の充実により、生徒の
自ら考える力を養う学校づくりにつながるマネジメント力を育成しま
す。 
 
【研修内容】 
・第１日 

講義演習：「総合的な探究の時間」の充実（仮） 
講  師：お茶の水女子大学 特任講師 植竹 紀子 氏 

 
・第２日 

講義演習：探究活動に伴う図書館の活用 
講  師：県立学校司書教諭 

 
講義演習：実践事例報告 
講  師：県立学校管理職 

 

校種 
幼 小 中 高 特 

   〇 〇 

定員 なし 

研修日 
① ８／ １（木）午後 
②１０／ ２（水）午後 

実施形態 オンライン 

申込締切 
① ７／ ４（木） 
② ９／ ４（水） 

備考 
校長、副校長、教頭、主幹教諭及び校
長が推薦する者 
１日のみの参加も可 

問合せ先 
企画調整担当 
０４８－５５６－３３１９ 
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46 
管
理
職 

管理職・学校の危機管理研修会 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

 

A 

B 

C 

★育成する力 
 組織的推進力 リスクセンス 災害発生時の対応力 

D 

E 

【目的】 
 学校は、管理職のリーダーシップの下、児童生徒や教職員の生命や
心身等の安全を確保することが重要です。 
 本研修では、学校が備えるべき「危機管理」について専門家から学
びリスクセンスを高めていきます。 
１日目は、教育裁判例等を参考にリスクセンスを高め、組織的な体

制の構築など、事故やトラブルの未然防止について学びます。 
２日目は、災害発生時の初期対応等に係る講義と、協議等を通した

避難所運営のシミュレーションを行います。多くの学校が災害発生時
の避難所を兼ねていることから、災害対応のサイクルと防災対策の基
本、避難所運営の要点等について学びます。 
 
【研修内容】 
・１日目 

講義：学校事故・いじめの対応等に係る最近の動向等について 
講師：つむぎ法律事務所 
   弁護士 梅田 沙知 氏（スクールロイヤー） 
協議：協議題は研修日の１週間前程度に専用サイトにて公開 

 
・２日目 

講義：災害経験から学んだ校長としての取組（仮） 
協議：講義内容を踏まえた協議題を予定しています。 
講師：熊本県市立小学校 元校長 武永 春美 氏 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 ４００名程度 

研修日 
①６／２６（水）午後 
②９／２７（金）午後 

実施形態 オンライン 

申込締切 
①５／２９（水） 
②８／３０（金） 

備考 
受講対象は、校長、副校長、教頭、主
幹教諭を含む。 
１日のみの受講も可 

問合せ先 
企画調整担当 
０４８－５５６－３３１９ 
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（７）オンライン連携講座 

島根県教育センター連携講座 

 高等学校教育を取り巻く課題に迅速かつ適切に対応し、学校及び地域における教育の改善充実を図るため、

島根県教育委員会と連携協力協定を、平成３０年８月３０日に締結しました。この連携の下、島根県の研修

を受講することができるようになりました。 

※実施形態 全てオンライン

※問合せ先 企画調整担当 ０４８－５５６－３３１９

2 生
活

小学校生活科教育講座 
～生活科再点検！子どもがたのしい生活科の授
業づくり～ 対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 〇 

C 

D 

E 

 幼保小連携・接続の必要性についての理解を深めるとともに、気づ
きの質を高める学習指導の在り方を考え、教科指導力の向上を図る。 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 

定員 １０名 

研修日 １０／３（木） 

申込締切 ７／３１（水） 

3 

児
童
生
徒
理
解 

不登校の理解と支援講座 
～不登校の要因や背景について理解を深め、より
よい支援について考えたい方へ～ 対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 

C 〇 〇 〇 〇 

D 

E 

 島根県の喫緊の課題である不登校への理解を深め、子どもたちの社
会的な自立を目指してどのように支えるのか、支援の視点について考
え、対応する力を高める。 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 

定員 １０名 

研修日 ７／５（金） 

申込締切 ５／３１（金） 

1 

学
校
図
書 

学校図書館を活用した授業改善講座 
～各教科等の学習活動を支える情報活用能力の
育成と活用を考える～ 対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★ 

A 

B 〇 〇 〇 〇 

C 

D 

E 

 学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向け、学校図書館をどのように活用し、授業改善を図るのか、そ
のヒントを学び、実践的指導力を高めることを目指す。 

校種 
幼 小 中 高 特 

〇 〇 〇 〇 

定員 ５名 

研修日 １０／３（木） 

申込締切 ７／３１（水） 
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4 

児
童
生
徒
理
解 

子ども理解と支援講座 
～個や集団への理解を深め、子どもへのかかわり
を見直したい方へ～ 対象 

指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C 〇 〇 〇 〇 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

 児童・生徒の発達の理解を踏まえたかかわりを考え、相手を大切に
した支援への意欲を高める。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 １０名 

研修日 ９／１２（木） 

申込締切 ７／３１（水） 

 

5 

児
童
生
徒
理
解 

すべての教職員に役立つ！支援につながる子ど
もの理解講座 
～子どもの願いに寄り添うための教師の基本姿
勢～ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C 〇 〇 〇 〇 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

 通常の学級等における特別な支援を必要とする子ども一人一人の学
びの保障の視点から、子ども理解に努め、子どもの願いに寄り添った
かかわりと支援について学び、実践に生かそうとする態度を身につけ
る。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 １０名 

研修日 １０／２９（火） 

申込締切 ７／３１（水） 

 

6 

特
別
支
援
教
育 

特別支援学校・特別支援学級における授業づくり
講座 
～思春期・青年期の知的障がいのある子どもの自
立活動をメンタルヘルスの視点から考える～ 

対象 
指標 

ｽﾃｰｼﾞ 第１ 第 2 第 3 第 4 

★     

A     

B     

C 〇 〇 〇 〇 

D 〇 〇 〇 〇 

E     

 知的障がいのある子どもの思春期・青年期におけるメンタルヘルス
の不調に関する基本的情報について学び、事例などを基に理解を深め
る。また、学校現場において実際に指導・支援を担う教職員の役割に
ついて考える。 

校種 
幼 小 中 高 特 

 〇 〇 〇 〇 

定員 １０名 

研修日 ９／２５（水） 

申込締切 ７／３１（水） 

 

東京学芸大学連携講座 教職大学院「履修登録プログラム」について 

 県教育委員会と東京学芸大学の連携協

定に基づき、現職教員の資質向上に資する

ことを目的に、研修として教職大学院の授

業を履修し、単位を取得できるプログラム

を実施しています。 

 右記は令和５年度に開講した科目です。

令和６年度の詳細については、５月初旬発

出予定の通知を御覧ください。 

 ※問合せ先 企画調整担当 

       ０４８－５５６－３３１９ 

科目名（各２単位） 領域 

カリキュラムデザイン 教育課程の編成・実施 

授業実践研究 教科等の実践的な指導方法 

子供理解と支援 生徒指導、教育相談 

教員のための学校組織マネジメント 学級経営、学校経営 

教員の社会的役割とキャリア形成 学校教育と教員の在り方 
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 ２ 市町村教育委員会と共同で実施する研修   

 総合教育センターと市町村教育委員会が共同で生徒指導・教育相談中級研修会を実施
します。会場は、総合教育センター及び市町村教育委員会が指定する会場です。 
 

生徒指導・教育相談中級研修会（総セ・市町村共同実施 P.31参照） 
（１） 対象者 

 以下（３）に掲げる市町村管内の教員（臨時的任用者を除く）であり、次のいず

れかに該当する者。 

⚫ 生徒指導・教育相談初級研修会修了者 

⚫ 旧学校カウンセリング初級研修会修了者 

⚫ 平成１８年度以降の初任者研修修了者 

⚫ 上に示す者に該当しないが、同等の知識・技能を有すると所属長が認める者 

※ 令和６年度に本採用３年目の方から受講できます。 

※ ５年経験者研修、中堅教諭等資質向上研修の該当者は受講できません。 

 

（２） 申込み・問合せ先 

当該市町村教育委員会 

 

（３） 共同で実施する市町村 

研 修 会 名 共同で実施する市町村 

生徒指導・教育相談 
中級研修会 
(総セ・市町村が 

共同実施） 

南部教育事務所管内  

１ 川口市  ２ 鴻巣市  ３ 上尾市・伊奈町 
４ 草加市  ５ 蕨市・戸田市 
６ 朝霞市・志木市・和光市・新座市 
７ 桶川市・北本市 

西部教育事務所管内  

８ 所沢市         ９ 飯能市・日高市 
10 東松山市・滑川町・嵐山町・小川町・川島町・吉見町・ 
  鳩山町・ときがわ町・東秩父村 
11 狭山市・入間市 
12 富士見市・ふじみ野市・三芳町 
13 坂戸市・鶴ヶ島市・毛呂山町・越生町 

北部教育事務所管内  

14 熊谷市 
15 秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町 
16 本庄市・美里町・神川町・上里町 
17 深谷市・寄居町 

東部教育事務所管内  

18 行田市・加須市・羽生市 19 春日部市 
20 越谷市         21 久喜市 
22 八潮市・吉川市・松伏町 23 三郷市 
24 蓮田市・幸手市・白岡市・宮代町・杉戸町 

           ※同じ番号の市町村は、合同で実施します。 
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■ 特定の職務や経験年数により受講する研修         
 

 ３     管 理 職 研 修      

 

（１） ねらい 

校長、教頭、事務長等が、管理職として必要な総合的マネジメント能力を身に付け、リ
ーダーシップを発揮するための資質・能力の向上を目的とするものです。あわせて、教
職員に対して指導・助言をする力量を高めます。 

 

（２） 研修及び受講対象者 

 研 修 会 名 対象者の校種 備 考 

１ 公立小・中学校等新任校長研修会 小 中  特 新任校長 

２ 公立小・中学校等新任教頭研修会 小 中  特 新任教頭 

３ 公立小・中学校等校長候補者研修会 小 中  特 
令和６年度公立小

・中学校等校長候

補者名簿登載者 

４ 県立学校等新任校長研修会   高 特 新任校長 

５ 県立学校等新任教頭研修会   高 特 新任教頭 

６ 県立学校等新任事務長研修会   高 特 新任事務長 

専 

管理職・ＩＣＴ活用研修会※ 小 中 高 特 
専門研修 
No.44参照 

「探究的な学習」に本気で取り組む 
学校マネジメント研修会 

  高 特 
専門研修 
No.45参照 

管理職・学校の危機管理研修会 小 中 高 特 
専門研修 
No.46参照 

※ 受講の手続き、課題等、詳細は別途通知します。 
※ 「専」は専門研修です。「専門研修の受講申込手順」に従い、受講申込みを行っ
てください。 

 

（３） 問合せ先 
企画調整担当 ０４８－５５６－３３１９ 
教育ＤＸ担当 ０４８－５５６－３３４５ ※「管理職・ＩＣＴ活用研修会」のみ 
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令和６年度公立小・中学校等管理職・事務職員研修一覧
研修会名 趣旨・ねらい 期日 実施・運営 会場 

校

長

令和６年度登載公立
小・中学校等校長候補
者研修会 

令和６年度公立小・中学校等校長候補者名
簿登載者を対象とし、学校経営上の基本的
事項について研修を行い、校長職としての
基礎的な資質を育成する。 

【第１日】 
６月 24 日～７月 31 日 
オンデマンド
【第２日】
10 月 16 日（水）集合

総合教育センター 

【第１日】 
所属校 
【第２日】 
総合教育センター 

公立小・中学校等校長
候補者研修会 

令和５年度以前公立小・中学校等校長候補
者名簿登載者を対象とし、学校経営上の事
例・実務研修等を通して、校長職としての
資質・能力を育成する。 

各教育事務所から発出され
る実施要項を参照 

南部教育事務所 
西部教育事務所 
北部教育事務所 
東部教育事務所 

各教育事務所から
発出される実施要
項を参照 

公立小・中学校等新任
校長研修会 

管理職として必要な総合的マネジメント能
力を身に付け、リーダーシップを一層発揮
できるようにすることを目的とし、学校の
管理運営や教育指導上の諸課題等に関する
研修及び教員に指導・助言する力量を高め
るための研修を行う。 

【第１日】 
６月５日（水）集合 
【第２日】 
８月１～30 日オンデマンド 
８月８日（木）オンライン 
【第３日】 
11 月１～29 日オンデマンド 
10 月 30 日（水）オンライン 

総合教育センター 

【第１日】 
総合教育センター 
【第２・３日】 
所属校 

教

頭

公立小・中学校等教頭
候補者１年次研修会 

令和６年度埼玉県公立小・中学校等教頭候
補者名簿登載者を対象とし、学校管理運営
上の基本的事項について研修を行い、教頭
職としての基礎的な資質を育成する。 

【開講式】 ５月 17 日（金） 
【閉講式】10 月 25 日（金） 
開講式と閉講式の間に、教育
事務所ごとに２回実施 

小中学校人事課 総合教育センター 

公立小・中学校等教頭
候補者２年次研修会 

令和５年度教頭候補者１年次研修修了者を
対象とし、学校管理運営等に関する職務研
修等を通して、教頭職としての資質・能力
を育成する。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要領を参照 

南部教育事務所 
西部教育事務所 
北部教育事務所 
東部教育事務所 

小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照 

公立小・中学校等教頭
候補者３年次以降研修
会 

教頭候補者２年次研修修了者を対象とし、
学校管理運営等に関する事例・実務研修等
を通して、教頭職としての資質・能力を伸
長する。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要項を参照 

南部教育事務所 
西部教育事務所 
北部教育事務所 
東部教育事務所 

小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照 

公立小・中学校等新任
教頭研修会 

教頭として必要な総合調整能力、校長のリ
ーダーシップの下に組織を一層機能させる
能力を身に付けることを目的とし、学校の
管理運営や教育指導上の諸課題等に関する
研修及び教員に指導・助言する力量を高め
る研修を行う。 

【第１日】 
６月 14 日（金）集合 
【第２日】 
８月１～30 日オンデマンド 
【第３日】 
11 月１～29 日オンデマンド 
11 月 20 日（水）オンライン 

総合教育センター 

【第１日】 
総合教育センター 
【第２・３日】 
所属校 

事

務

職

員

市町村立小中学校等 
新任事務職員研修 

令和６年４月１日に本採用となった学校事
務職員（令和５年度途中採用者も含む）を
対象とし、公務員としての自覚を高めると
ともに、県及び市町村の教育行政を担う者
として必要な基本的知識・制度の習得を図
る。また、併せて職員交流を促進し、職員
の視野の拡大を図る。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要領を参照 

小中学校人事課 
小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照 

市町村立小中学校等 
事務職員３年次研修 

令和４年４月１日に採用された学校事務職
員（令和４年度途中採用者も含む）を対象
とし、３年目の事務職員としての心構えや
意識を高めるとともに、職務を遂行する上
で必要な知識について理解を深める。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要領を参照 

小中学校人事課 
小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照 

市町村立小中学校等 
新任事務主任研修 

令和６年４月１日に事務主任に昇任した学
校事務職員（令和５年度以前の対象者で未
受講の者を含む）を対象とし、事務主任と
しての心構えや意識を高めるとともに、職
務を遂行する上で必要な知識について理解
を深める。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要領を参照 

小中学校人事課 
小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照 

市町村立小中学校等 
新任事務主査研修 

令和６年４月１日に事務主査に昇任した学
校事務職員（令和５年度以前の対象者で未
受講の者を含む）を対象とし、事務主査と
しての心構えや意識を高めるとともに、職
務を遂行する上で必要な知識について理解
を深める。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要領を参照 

小中学校人事課 
小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照 

市町村立小中学校等 
新任事務主幹研修 

令和６年４月１日に事務主幹に昇任した学
校事務職員（令和５年度以前の対象者で未
受講の者を含む）を対象とし、事務主幹と
しての心構えや意識を高めるとともに、職
務を遂行する上で必要な知識について理解
を深める。 

小中学校人事課から発出さ
れる実施要領を参照 

小中学校人事課 
小中学校人事課か
ら発出される実施
要領を参照
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令和６年度県立学校等管理職研修一覧 
研修会名 趣旨・ねらい 期日 実施・運営 会場 

校

長

「働き方改革」推進研
修会 

学校における働き方改革を一層推進するた
めの意識啓発を図るとともに、「働き方改
革」の視点を念頭に置いた学校経営を実践
するための資質の向上を図る。 

オンデマンド 県立学校人事課 所属校 

県立学校等新任校長研
修会 

管理職として必要な総合的マネジメント能
力を身に付け、リーダーシップを一層発揮
できるようにすることを目的とし、学校の
管理運営や教育指導上の諸課題等に関する
研修及び教員に指導・助言する力量を高め
るための研修を行う。 

【第１日】 
６月５日（水）集合 
【第２日】 
８月１～30 日オンデマンド 
８月８日（木）オンライン 
【第３日】 
11 月１～29 日オンデマンド 
1０月３０日（（水）オンライン 

総合教育センター 

【第１日】 
総合教育センター 
【第２・３日】 
所属校 

評価者研修 
（校長１年次） 

人事評価制度における評価の客観性や公平
性、信頼性、納得性を高めるため、評価者
としての資質の向上を図る。 

７月 26 日（金）オンライン 県立学校人事課 所属校 

評価者研修 
（校長３年次） 

人事評価制度における評価の客観性や公平
性、信頼性、納得性を高めるため、評価者
としての資質の向上を図る。 

７月 26 日（金）オンライン 県立学校人事課 所属校 

教

頭

「働き方改革」推進研
修会 

学校における働き方改革を一層推進するた
めの意識啓発を図るとともに、「働き方改
革」の視点を念頭に置いた学校経営を実践
するための資質の向上を図る。 

オンデマンド 県立学校人事課 所属校 

県立学校等新任教頭研
修会 

教頭として必要な総合調整能力、校長のリ
ーダーシップの下に組織を一層機能させる
能力を身に付けることを目的とし、学校の
管理運営や教育指導上の諸課題等に関する
研修及び教員に指導・助言する力量を高め
る研修を行う。 

【第１日】 
６月 14 日（金）集合 
【第２日】 
８月１～30 日オンデマンド 
８月２０日（（火）オンライン 
【第３日】 
11 月１～29 日オンデマンド 
11 月 20 日（水）オンライン 

総合教育センター 

【第１日】 
総合教育センター 
【第２・３日】 
所属校 

評価者研修 
（教頭１年次） 

人事評価制度における評価の客観性や公平
性、信頼性、納得性を高めるため、評価者
としての資質の向上を図る。 

８月５日（月）オンライン 県立学校人事課 所属校 

学校組織マネジメント
管理職研修（教頭２年
次） 

学校組織マネジメントに関する理解を深
め、管理職として学校経営能力の向上を図
ることで、学校自己評価システムのより一
層の充実につなげる。 

８月２日（金）オンライン 県立学校人事課 所属校 

評価者研修 
（教頭３年次） 

人事評価制度における評価の客観性や公平
性、信頼性、納得性を高めるため、評価者
としての資質の向上を図る。 

８月５日（月）オンライン 県立学校人事課 所属校 

県立学校等４年次副校
長・教頭研修会 

本県の県立学校及び市立高等学校における
諸課題の解決策について研修及び面接を行
い、教頭としての資質の向上を図るととも
に、学校運営の一層の適正化を推進する。 

【全体会】８月 19 日（月） 
【面 接】７月 31 日（水） 

８月（１日（木） 
（面接はどちらか１日） 

県立学校人事課 埼玉県庁内 

名
簿
登
載
者 

県立学校等管理職候補
者名簿登載者研修会 

本県の高等学校及び特別支援学校の実態を
踏まえ、管理職候補者としての自覚を促す
とともに、将来の管理職として必要な資質
の向上を図り、保護者・県民の期待に応え
る学校教育の効果的な推進を期する。 

【第１日】５月 27 日（月） 
【第２日】７月 24 日（水） 
【第３日】７月 25 日（木） 
【第４日】８月６日（火） 
【第５日】10 月９日（水） 
【第６日】11 月 11 日（月） 

県立学校人事課 総合教育センター 

事

務

長

県立学校等新任事務長
研修会 

学校運営上求められる事務統括能力を高め
るために必要な基本的知識、考え方、姿勢
等を身に付けるとともに、学校運営上の諸
課題についての研修を行い、事務長として
の資質の向上を図る。 

【第１日】 
６月 24日～７月 31日 
オンデマンド
【第２日】
８月 27 日（火）集合

総合教育センター 

【第１日】 
所属校 
【第２日】 
総合教育センター 

評価者研修 
（事務長１年次） 

人事評価制度における評価の客観性や公平
性、信頼性、納得性を高めるため、評価者
としての資質の向上を図る。 

８月７日（水） 
10 月 22 日（火） 
両日とも参加・オンライン 

県立学校人事課 所属校 

評価者研修 
（事務長３年次） 

人事評価制度における評価の客観性や公平
性、信頼性、納得性を高めるため、評価者
としての資質の向上を図る。 

８月７日（水）オンライン 県立学校人事課 所属校 
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４ 年 次 経 験 者 研 修 

（１）ねらい
教職員一人一人のキャリアステージに応じ、全ての教職員が専門職としての必要な知

識及び技能を修得することを目的とするものです。 

（２）研修及び参加対象者
該当年次教職員全員 

※ 年次経験者研修に関する詳細は、総合教育センターホームページで確認してください。

（３）問合せ先
【幼稚園等・小学校・中学校・義務教育学校の教諭、養護教諭及び栄養教諭等】 

教職員研修担当（義務教育グループ）  ０４８－５５６－３４１９ 

【高等学校教諭等】 教職員研修担当（高等学校グループ）  ０４８－５５６－３３４８ 

【特別支援学校教諭等】 特別支援教育担当    ０４８－５５６－３３７０

番 研 修 会 名 幼 小 中 高 特 備  考 

1  幼稚園等新規採用教員研修 ○ － － － － 

2 小 

初任者研修 

－ ○ － － － 

3 中 － － ○ － － 

4 高 － － － ○ － 

5 特 － － － － ○ 

6 小 
ジャンプ・アップ研修 

－ ○ － － － 

7 中 － － ○ － － 

8 幼 

５年経験者研修 

○ － － － － 

9 小中 － ○ ○ － － 

10 高 － － － ○ － 

11 特 － － － － ○ 

12 幼 

中堅教諭等資質向上研修 

〇 － － － －  幼のみ隔年実施 

13 小 － ○ － － － 

14 中 － － ○ － － 

15 高 － － － ○ － 

16 特 － － － － ○ 

17  新規採用養護教諭研修 ○ ○ ○ ○ ○ 

18  養護教諭５年経験者研修 ○ ○ ○ ○ ○ 

19  中堅養護教諭資質向上研修 ○ ○ ○ ○ ○ 

20  新規採用栄養教諭等研修 － ○ ○ ○ ○ 学校栄養職員を含む 

21  栄養教諭等５年経験者研修 － ○ ○ ○ ○ 学校栄養職員を含む 

22  中堅栄養教諭等資質向上研修 － ○ ○ ○ ○ 学校栄養職員を含む 

23 
幼小中 
高 特 

２０年経験者研修 ○ ○ ○ ○ ○ 学校栄養職員を含む 24 養 護 

25 栄養教諭等 
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 ５     特 定 研 修        
 

（１）ねらい 
学校や地域の教育活動の推進に必要な特定の職務遂行に関する専門的な知識及び技

能の習得を図るとともに、喫緊の教育課題の解決に向けた研修を実施します。 

（２）研修及び受講対象者 
総合教育センターの基準に従い決定し、該当校に別途実施要項を送付します。 
※ 「３ 高等学校実習教員（理科）研修会」に限り「専門研修の受講申込手順」
（P.54）に従って申し込んでください。 

 番 研修会名 指標 幼 小 中 高 特 備 考 
担 
当 

幼
稚
園 

1 幼児理解研修会 

Ａ1-2 
Ｂ1-2 
Ｃ1-2 

 

〇     

令和２年度まで幼稚園等

３年経験者研修として実

施 

公立幼稚園及び公立幼保

連携型認定こども園の教

諭（保育教諭）のうち、

既に幼稚園等新規採用教

員研修を受講し、かつ採

用されてからの園におけ

る在職期間が、年度当初

において３年目に達した

者 教 

職 

員 

研 

修 

教 
 
 

 

科 
 

 
 

等 

2 
小学校理科 
指導力向上研修会 

Ｂ2-3  ○    
理科教育を推進しようと

する者で教育事務所長の

推薦を受けた者 

3 
高等学校実習教員 
（理科）研修会 

Ｂ1-3    ○ ○ 
臨任含む初任者及び校長

が認めた者 

4 
外国語活動・外国語 
指導者研修会 

Ｂ2-3  ○    
外国語教育の推進者で教

育事務所長の推薦を受け

た者 

5 
道徳教育推進者 
養成研修会 

Ａ４ 
Ｂ４ 
Ｄ４ 

Ｅ４ 

 ○ ○  ○ 

道徳教育推進の中心とな

る者で教育事務所長及び

県立特別支援学校長の推

薦を受けた者 

学
校
経
営 

6 中期研修会 

Ａ４ 
Ｂ４ 
Ｃ４ 
Ｄ４ 

 ○ ○ ○ ○ 令和５年度中に募集済 

生
徒
指
導 

教
育
相
談 

7 
生徒指導・教育相談 
上級研修会 

Ｃ3-4  ○ ○ ○ ○ 
令和５年度中に受講者決

定済 

指
導
相
談 
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 番 研修会名 指標 幼 小 中 高 特 備 考 
担 
当 

特 
 
 

 
 

別 
 
 

 
 

支 
 

 
 

 
 

援 
 

 
 

 

教 
 

 
 

 

育 

8 
通級指導教室 
新担当教員研修会 

Ｂ1-2 
Ｃ1-2 
Ｄ1-2 

 ○ ○   
今後担当者として見込

まれる者を含む 

特 

別 

支 

援 

教 

育 

9 
特別支援学校 
新担当教員研修会 

Ｂ1-2 
Ｃ1-2 
Ｄ1-2 

    ○ 
特別支援学校教諭免許

状所有者を除く 

10 
特別支援学級 
新担当教員研修会 
〔本採用者対象〕 

Ｂ1-2 
Ｃ1-2 
Ｄ1-2 
Ｅ1-2 

 ○ ○   

特別支援学校教諭免許

状所有者及び特別支援

学校勤務経験者を除く

本採用者のみ 

11 

特別支援教育コーデ
ィネーター研修会 
 
〔幼小中コース〕 

Ａ2-3 
Ｃ2-3 
Ｄ2-3 

○ ○ ○   

市町村教育委員会から

推薦を受けた者(特別支

援教育コーディネータ

ーに指名された者又は

今後指名が見込まれる

者) 

12 

特別支援教育コーデ
ィネーター研修会 
 
〔特別支援学校基礎 
コース〕 

Ｃ2-3 
Ｄ2-3 

 ○ ○   

特別支援学校長から推

薦（市立学校においては

市教育委員会の推薦）を

受けた者（特別支援教育

コーディネーターに指

名されて１年目の者又

は今後指名が見込まれ

る者）で受講を希望する

者 

13 
多様な生徒に寄り添
う・支えるコーディ
ネーター研修会 
 
①〔高校基礎コース〕 

②〔高校実践コース〕 

Ａ1-2 
Ｃ1-2 
Ｄ1-2 

   ○  

①〔高校基礎コース〕 

高等学校において、特別

支援教育コーディネー

ターに初めて指名され

た教員、又は今後指名が

見込まれる教員 

14 
Ａ2-3 
Ｃ2-3 
Ｄ2-3 

   ○  

②〔高校実践コース〕 

特別支援教育コーディ

ネーターとしての経験

がある教員 

15 
特別支援学級新担当 
教員育成研修会 
〔臨時的任用者対象〕 

Ｂ1-2 
Ｃ1-2 
Ｄ1-2 
Ｅ1-2 

 ○ ○   
初めて特別支援学級の

担当となった臨時的任

用者 

農
業 

環
境
教
育 

16 
高等学校農業科新任
教員等実技研修 

Ｂ1-2 
Ｃ1-2 
Ｄ1-2 
Ｅ1-2 

   ○  
校長が推薦する農業科

の初任者及び新任実習

助手 

農
業 

環
境
教
育 

 

（３）問合せ先  P.60の「問合せ先・担当一覧」を御覧ください 
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■ 市町村教育委員会等の要請を受け実施する研修等      

 

 ６      要 請 研 修         
 

（１） 要請研修の趣旨 
 市町村教育委員会や学校等が主催する研修会のテーマに応じ、総合教育センターが
指導主事等を指導者として派遣するものです。 

 

（２） 申込み方法 
 要請する内容に応じて、市町村教育委員会又は管理職（校長、副校長、教頭）から、
各担当に電話で御相談ください。申込み先・問合せ先は P.60 を御覧ください。 
 

（３） 申込みの留意点 
・要請研修を実施する場合は、研修の目的に応じて近隣の学校に参加を呼びかけるな
ど、研修機会を広げるようお願いします。 

・要請が受諾となった場合は、その旨を市町村教育委員会へ連絡してください。 
・日程等の都合上、要請に応じられない場合がありますので御了承ください。 
 

（４） 研修テーマ例（実績） 

【学校経営・その他】   問合せ先：企画調整担当 ０４８－５５６－３３１９ 
番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 学校組織マネジメント概要 
学校の教育力、教職員の資質が高まる学校組織マネジメントの基本的な考
え方について 

2 多文化共生・日本語指導 外国にルーツを持つ児童生徒の支援について 

【情報教育関係】     問合せ先：教育ＤＸ担当 ０４８－５５６－３３４５ 
番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 情報モラル・情報セキュリティ 情報モラル教育や情報セキュリティに係る内容について 

2 校務の情報化 
学校ホームページ（NetCommons）やGoogle Workspace for Educationなど
の校務の円滑化を図る内容について 

【教育課程・教科指導関係】問合せ先：教職員研修担当 ０４８－５５６－３４１９ 
番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 各教科における学力向上等 各教科における学力向上に係る指導方法の工夫改善と評価方法等について 

2 ICTを活用した授業改善 授業におけるICT活用やプログラミング教育について 

3 若手教員授業力向上等 
若手教員（採用後４年程度以内）を対象にした授業力向上を目指した研

究授業について 

4 小学校外国語・外国語活動 
外国語・外国語活動における言語活動を中心とした単元計画の作成と授業

の進め方、評価の在り方について 

5 体力向上・体育科経営 
教育活動全体を通しての体力向上の取組と体育科に関する経営方針や方法
等、望ましい体育科の在り方について 

6 道徳教育 
教材分析から道徳授業づくり及び評価、模擬授業演習、具体的な道徳教育
の在り方等、要望に応じた研修会 

7 コンクール審査・指導講評 英語スピーチコンテスト、合唱コンクール、美術展等の審査と指導助言 
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【幼児教育・学校保健】 問合せ先：教職員研修担当 ０４８－５５６－３４１９ 
番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 幼児教育 環境の構成、各領域について、子育てについて等、要望に応じた研修会 

2 保健室経営等 養護教諭の職務と保健室経営の在り方について 

【生徒指導・教育相談】 問合せ先：指導相談担当 ０４８－５５６－３３５４ 
番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 
生徒指導上の現代的な 
諸課題の理解と対応 

不登校、暴力行為、いじめ、ヤングケアラー、性に関する課題、ゲーム障
害等の、生徒指導上の諸課題に対する理解と適切な対応について 

2 
生徒指導・教育相談の 
組織的な対応の在り方 

生徒指導･教育相談体制の充実と、チームの視点を取り入れた共通理解･共
通実践について 

3 学校教育相談の考え方・ 
進め方 学校教育相談に必要な理論や技法・態度等について 

4 事例研究 児童生徒の理解と適切な指導・援助の在り方について 

5 人間関係づくり 
児童生徒のコミュニケーション能力や社会性の向上を図るための指導方
法について（ソーシャルスキルトレーニング、アサーショントレーニング
等） 

6 生徒指導提要について 改訂のポイント及び生徒指導の構造（2軸3層4類型）等について 

【特別支援教育】    問合せ先：特別支援教育担当 ０４８－５５６－３３７０ 
番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 
ユニバーサルデザインの
視点を取り入れた授業づ
くり 

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりや一斉指導での個別
的な支援の在り方について 

2 
障害のある幼児児童生徒
の理解と支援 

発達障害（LD、ADHD、高機能自閉症等）又は様々な障害のある幼児児童生
徒の理解と適切な支援について 

3 
通常の学級における特別
なニーズのある児童生徒
の理解と支援 

特別なニーズのある児童生徒の背景・特徴・支援方法・内容・体制につい
て 

4 高等学校の特別支援教育 特別な支援を必要とする生徒の理解と支援について 

5 事例研究 ６０分でできるケース会議「インシデントプロセス法」の活用について 

6 
特別支援教育コーディネ
ーターと校内支援体制づ
くり 

特別支援教育コーディネーターの役割や校内委員会の整備、校内の支援体
制づくりについて 

7 
教育支援プランＡ・Ｂの作
成と活用 

教育支援プランＡ・Ｂの作成や授業における具体的な活用について 

8 
専門性を生かした授業力
向上について 

授業研究会、研究協議会等を通した、よりよい授業の方法とその改善につ
いて（「主体的・対話的で深い学び」の視点も含む） 

9 合理的配慮について 法的根拠や児童生徒の合理的配慮の具体例について 

【農業教育・食農教育・環境教育・自然体験活動等】 
問合せ先：農業教育･環境教育推進担当 ０４８－５３６－１５８６ 

番 研修テーマ 研  修  内  容 

1 食農教育の視点 学校や家庭に必要な食農教育の視点について 

2 体験活動の指導方法 農業・自然体験活動の実施と効果的な指導方法について 

3 学校ファームの活用 学校でできる栽培、学校ファームに関する教育活動について 

4 
植物バイオテクノロジー
の活用 植物バイオテクノロジーに関する基礎的な知識や技術の習得について 

5 環境教育 
ESD（持続可能な開発のための教育）やSDGｓ（持続可能な開発目標）の視

点を取り入れた環境教育について 
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■ 教 育 資 料 室 の 御 案 内                
 

１ 概要 

 教育に関する図書、雑誌・新聞、県内の学校・教育機関の学習指導案綴り・記録集・研究紀要、

長期研修教員研修報告書、全国の教育センターの報告書などを収集し、貸出を行っています。 

 また、「教科書センター」として教科書を常時展示し、昭和２０年代以降の教科書を保存して

います。昭和５０年以降のものは貸出も行っています。 

 

２ 場所・利用時間 

場  所：総合教育センター 講堂棟１階 

開室時間：午前９時から午後５時まで 

休 室 日：土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

その他特に定めた日 

 

３ 資料の貸出 

利 用 者：県内に居住又は通勤・通学する方 

    （閲覧はどなたでも可能です） 

貸出冊数：一人５冊（必要に応じて追加できます） 

期  間：３週間以内 

郵送貸出：県内の公立教育関係機関向けに教育資料室の所蔵資料を郵送（ゆうパック着払い）

で貸出することもできます。詳しくはウェブサイトの案内ページを御確認ください。 

 

４ 資料の返却 

 窓口に直接返却できない場合は、以下の方法でも返却できます。 

（１）講堂棟外のブックポスト：夜間、休室日に御利用ください 

（２）最寄りの公立図書館など：借りた資料を梱包し、所定の用紙を貼付して窓口にお出しくだ

さい。（用紙は貸出時にお渡しします。また、ウェブサイトからもダウンロードできます。） 

（３）郵送：送料は御負担ください。 

 

５ 資料の取り寄せ 

 教育資料室の資料を、県内の最寄りの公立図書館などに取り寄せて利用できます。また、高校

の教職員は自校の図書館にも取り寄せられます。詳しくは御利用になる図書館にお問い合わせ

ください。 

 

６ レファレンス 

 教育に関する文献調査・照会にお答えします。来室のほか、電話・ＦＡＸでも承ります。 

 

 

 

 

52

https://www.center.spec.ed.jp/719ce9919eb5091e6a1edbcb7a3902ad/b875853b8a21fa9d6a5f3b1cf4abb03e
https://www.center.spec.ed.jp/719ce9919eb5091e6a1edbcb7a3902ad/a0e92cd92aae774c88251c20af3ca05f


７ ウェブサービス 

 総合教育センターウェブサイト内に「教育資料室のページ」があります。 

「教育資料室のページ」では以下のデータベースを御案内しています。 

 

（１）蔵書検索システム 

 教育資料室の所蔵資料をインターネット上で検索で

きるシステムです。新着図書リストも掲載しています。 

 

◆検索時のポイント 

・検索画面で「資料区分」を絞ると早く結果が出ます。 

※資料区分のうち、「教育資料」は各学校・機関の研究

紀要や報告書等です。 

 

（２）学習指導案検索サービス 

 教育資料に掲載されている学習指導案が検索できる

システムです。校種・教科・学年などを選択した検索や

単元名による検索ができます。 

 

・現在、約６，０００件のデータが入力されています。 

・検索一覧から詳細画面に進むと、学習指導案が掲載

されている資料の情報が確認できます。 

 

（３）埼玉県教育関係雑誌記事・新聞記事一覧 

 教育資料室で所蔵している教育専門雑誌（約１００誌）や教育新聞（２紙）の中から埼玉県内

教育関係者などが執筆等をした論文や記事のタイトルを掲載しています。 

 

 データベースで見つかった図書や雑誌は、以下の方法で御利用ください。 

・直接来室する。 

・最寄りの公立図書館等に取り寄せる。 

・高校図書館に取り寄せる（県内高校の教職員のみ）。 

・郵送貸出を申請する（県内公立教育関係機関のみ）。 

 

８ 問合せ先 

教育資料室  ０４８－５５６－３４８７（直通） 

ＦＡＸ：０４８－５５６－３３９６（代表） 

〒３６１－００２１ 埼玉県行田市富士見町２－２４ 

埼玉県マスコット「コバトン」 
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■ 専 門 研 修 の 受 講 申 込 手 順         

１ 申込みの方法（管理職が入力） 

専門研修の受講申込みは次の手順により電子申請でお願いします。 

 

(1) 総合教育センターのホームページを開きます。 

   URL  https://www.center.spec.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)｢学校支援コミュニケーションサイト」のページ 

(https://ecsweb.center.spec.ed.jp/sw/)が開き
ます。 

 

(3)ログイン ID とパスワードを入力し、｢ログイン｣ 

をクリックします。 

 

 

(4)ログインすると左側のメニューの｢グループスペー 

ス｣に｢県立総合教育センター｣が現れます。｢県立
総合教育センター｣をクリックします。 

 

(5)メニューの「研修申込み R06」「専門研修 R06」を 

  クリックし、研修の種類を選択します。 

 

 

(6)入力画面で、「制限数に達したため受付けを終了し 

ました。」又は「期限が過ぎたため受付けを終了し
ました。」と表示されている場合は、研修の申込み
ができません。 

 

 

 

 

ログイン ID とパスワー

ドは、 

平成30年 4月６日付総セ
第６３２号で通知済み 

学校ごとのユーザ ID と

パスワードを御使用く

ださい。 

「グループスペ

ース」の「県立総
合教育センター」
をクリックしま

す。 

トップページ「研修」をクリックします。 

R06 

R06 

次に、「研修申込はこ
ちら」をクリックし

ます。 

希望する研修をクリックします。 

R06 

R06 
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(7)情報入力画面で必要事項を入力してください。 

（以下の入力例は、代表的な例です。入力項目は研修により異なります。） 

 

(8)入力終了後の入力事項の確認 

 

 

 

 

(9)申請終了後、研修申込みの確認メールが、(7)で

登録したメールアドレスに届きます。届かない場合

には各研修の担当までお問合せください。 

２ 問合せ先 

教育ＤＸ担当  ０４８－５５６－３３４５ 
 

３ 申込み後の連絡について 
 各担当から実施についての連絡メールが届く場合があります。その場合、開封メッセージの
要求には、必ず「はい」をクリックしてください。 

・この「メールアドレス」に、

研修申込みの確認メールが

配信されます。 

学校代表等のメール
アドレスを ２回 入力し

てください。(入力ミス防止

のため) 

・メールアドレスの入力間違い

の場合、確認メールが配信で

きませんので、正確に入力

してください。 

・確認メールのほかに連絡等が
届く場合があります。 

内容を確認し、「決定」ボタンをクリックします。 

すべての項目の入力が終了したら「次へ」ボタンを 

クリックします。 

R06 

R06 
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■ 欠席、遅刻、早退又は期日変更する場合の手続き   

 研修会は、全日程の出席を原則とします。 

 やむを得ない理由で欠席、遅刻、早退又は期日変更（以下「欠席等」という。）する場合は、所

属長が事前に連絡し、以下のように「研修会（欠席・遅刻・早退・期日変更）届」を電子メールに

添付して送付してください。なお、公印は不要です。 

⇒ 電話番号・メールアドレスは「問合せ・担当一覧（p.60）」を参照 

 

※ 法定研修（初任者研修、中堅教諭等資質向上研修）、ジャンプ・アップ研修、一部の特定

研修を欠席等する場合、総合教育センターと事前の協議が必要です。 

 

【欠席等届の送付先】 

 ■ 県立学校、国立筑波大学附属坂戸高等学校、埼玉大学附属幼稚園・小学校・中学校・特別支

援学校の教職員 

 

 

 

 ■ 市町村立学校等（幼稚園・小学校・中学校・高等学校・義務教育学校・特別支援学校）の教

職員 

   （１）年次経験者研修（p.47）・管理職研修（p.44）・特定研修（p.48） 

※５年経験者研修のうち教育事務所が実施するもの（２）を除く 

 

 

 

   （２）５年経験者研修のうち教育事務所が実施するもの 

小・中学校５年経験者研修（共通コース及び中学校の教科選択コースを除く）は、 

｢地区教職員研修実施運営委員長」宛てに、市町村教育委員会に提出してください。 

 

 

 

   （３）市町村教育委員会と共同で実施する研修（p.43） 

※生徒指導・教育相談中級研修会 

 

 

 

   （４）専門研修（p.13～42） 

問合せ先に記載されている担当へ提出してください。 

 

 

 

※総合教育センター江南支所が会場となる専門研修の当日の欠席等については、 

 農業教育・環境教育推進担当へ電話による連絡をお願いします。 

 

■ 台風等緊急事態における研修会中止等の連絡    
 研修会中止等の連絡は、前日（研修日の前日が週休日等の場合は直前の稼業日）の午後１時を目

安として、総合教育センターホームページに掲載します。 

 なお、その後の扱いについては、後日担当から連絡します。 

所 属 長 総合教育センター 

所 属 長 教育事務所 市町村教育委員会 

所 属 長 総合教育センター 市町村教育委員会 

所 属 長 総合教育センター 

所 属 長 総合教育センター 市町村教育委員会 
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■ 研修会（欠席・遅刻・早退・期日変更）届         

様式は、総合教育センターのホームページから入手してください。 

第     号 

令和  年  月  日 

（宛先） 

県立総合教育センター所長 

【     担当扱】 

学校（園）名                

校（園）長名         （公印省略） 

電 話 番 号                

 

研修会（欠席・遅刻・早退・期日変更＊１）届 
 

 

本校 （職名） （氏名）［（整理番号又は受講者 ID）＊２］は、下記のとおり研修

会を（欠席・遅刻・早退・期日変更）しますので、お届けします。 

 

記 

 

研修会名 
研修会名 

（コース・教科等＊３：     ） 

研 修 日 令和   年   月   日（   ） 第   日 

理 由 等 

 

変更後 令和   年   月   日（   ）第   日 

 

＊１ 欠席・遅刻・早退・期日変更の箇所は該当するものを残す。また、期日変更の場
合、「理由等」の欄に変更後の期日を併せて記入する。 

＊２ 整理番号又は受講者ＩＤがある場合に記入する。 
＊３ コース・教科等がある場合は（    ）内に記入する。 
 
※ 電子メールについて、件名及びファイル名は次のとおりとする。 

件   名 「○○研修会○○届○○学校」 
ファイル名 「R○.○.○（研修日）【○○届】○○立○○学校」 

 
※ 年次研修及び一部の特定研修を欠席等する場合は、県立総合教育センターと事前
の協議を要する。 
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■ 問 合 せ 先 ・ 担 当 一 覧             
 

総合教育センター 

〒361-0021 行田市富士見町２－２４ 

（代表） 

ＴＥＬ ０４８－５５６－６１６４ 

ＦＡＸ ０４８－５５６－３３９６ 

■ 教職員研修担当  

（幼稚園、小・中学校、義務教育学校等の研修等）   ＴＥＬ ０４８－５５６－３４１９ 

p7412219@pref.saitama.lg.jp 

（高等学校等の研修等） ＴＥＬ ０４８－５５６－３３４８ 

p7412212@pref.saitama.lg.jp 

■ 指導相談担当 

（生徒指導・教育相談に関する研修等） 

ＴＥＬ ０４８－５５６－３３５４ 

p7412213@pref.saitama.lg.jp 

■ 特別支援教育担当 

（特別支援教育に関する研修等） 

ＴＥＬ ０４８－５５６－３３７０ 

p7412215@pref.saitama.lg.jp 

■ 教育ＤＸ担当 

（学校におけるデジタル化推進に関する研修等） 

ＴＥＬ ０４８－５５６－３３４５ 

p741221i@pref.saitama.lg.jp 

■ 企画調整担当 

（管理職研修等、生涯学習に関する研修等） 

ＴＥＬ ０４８－５５６－３３１９ 

p7412211@pref.saitama.lg.jp 

■ 教育資料担当 ＴＥＬ ０４８－５５６－３４８７ 

p7412217@pref.saitama.lg.jp 

総合教育センター江南支所 

〒360-0113 熊谷市御正新田１３５５－１ 

 

■ 農業教育・環境教育推進担当 ＴＥＬ ０４８－５３６－１５８６ 

ＦＡＸ ０４８－５３６－１７１０ 

k361586@pref.saitama.lg.jp 

 

■ 施 設 配 置 図                      
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■ ア ク セ ス ＆ マ ッ プ                 
 
 
総合教育センター（行田本所） 〒361-0021 行田市富士見町２－２４ 

■ 秩父鉄道 東行田駅 徒歩約１０分 

■ ＪＲ高崎線 吹上駅（北口） 

  「総合教育センター」行     約２３分 【終点】下車 

  「行田折返し場」「工業団地」行 約２２分 【長野１丁目】下車 徒歩４分 
 

 

 

 

総合教育センター江南支所  〒360-0113 熊谷市御正新田 1355-1 

■ ＪＲ高崎線・秩父鉄道 熊谷駅（北口） 

  「県立循環器・呼吸器病センター」行 約２０分 

  「小川町駅」行 約２０分 

【農業教育センター】下車（徒歩８分） 

 

■ 東武東上線・ＪＲ八高線 小川町駅 

  「熊谷駅」行 約３５分 

【農業教育センター】下車（徒歩８分） 

 

 

 

 

 

※ 研修受講者は、交通事故の未然防止及び近隣住民への配慮のため、公共交通機関

を利用し、やむを得ない事情がある場合を除き、自家用車での来所は御遠慮くださ

い。 

※ 各市の条例により路上喫煙は禁止されています。なお、灰皿が設置されている店

舗等においても同様となります。 

県道 128 号線 

●  

        ● 

御正新田東 
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■ 研 究 報 告 書 の 御 案 内             

 

令和５年度 研究報告書 主題一覧 
第 431号 教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究（中間報告） 

【教職員研修担当】 
 各教科等の見方・考え方を働かせながら児童生徒に資質・能力を育成する「教科等横断的な視点に立った

授業づくり」の実現に向けた実践及び研究を行う。本研究で得られた知見及び成果を広く発信することで、

教科等横断的な視点による授業づくりに関する課題解決の一助とし、授業改善と児童生徒の資質・能力の育

成につなげることを目的とする。 

第 432号 特別支援教育コーディネーターの連携と協働に関する調査研究（中間報告） 

【特別支援教育担当】 

 令和 4年 12月に文科省は「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする

児童生徒に関する調査」結果を発表した。通常学級で学習面又は生活面で著しく困難さを示すと判断された割

合は、小中学校で 8.8％、高等学校で 2.2％であり、校内の特別支援教育の体制整備をさらに進める必要が高

まっている。 

 本研究では、小学校、中学校、高等学校と特別支援学校が、「連携」「協働」して、特別支援教育を推進

するために、校内外の特別支援教育に関する業務を行う特別支援教育コーディネーターの現状と課題を整理

し、誰もが特別支援教育コーディネーターの活動の一助となることを目的とする。 

第 433号 中学・高校におけるＳＯＳを出す力を身に付ける学習プログラムの作成～不登校の未然防止に向

けて～（中間報告） 

【指導相談担当】 

 埼玉県における「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によると、中学校の

不登校生徒数は 9,715人、高等学校（定時制を含む）では 2,804人となっており、増加を続けている。この

調査において、「無気力・不安」が中学校では 55.4％、高校では 39.2％と最も多い要因として報告されてい

る。 

 以上のことから、中・高校生の不安の原因を分析し、不安や心配事があったときに相談をするなどの SOS

を出す力を身に付けることも課題となっている。本研究から得られた内容をもとに、中学・高校における SOS

を出す力を身に付ける学習プログラムを作成し、不登校の未然防止を目的とする。 

第 434号 農業関連高校でのスマート農業化に伴う、農場における生徒の ICT活用の促進に向けた調査研究 

（中間報告） 

【農業教育・環境教育推進担当】 

 農業関連高校については、「スマート農業」に関する内容が盛り込まれた高等学校学習指導要領が令和４

年度の１年生から年次進行で実施されている。そして、農業科目における学習内容の改善の方向の一つに

「農業の技術革新と高度化等に対応した学習の充実」が掲げられており、農業生産で使用する最新機械や、

施設・設備を効率的に利用する技術、情報通信技術（ICT）や人工知能（AI）などの先端技術を活用する学習

を盛り込む必要がある。 

 以上のことから、令和５年度、６年度の調査研究を「農業関連高校でのスマート農業化に伴う、農場にお

ける生徒の ICT 活用の促進」と設定した。この研究は、各校のスマート農業について、現状を把握するとと

もに、実践事例などの情報を発信して、各学校での「スマート農業」の促進と、それらを活用することがで

きる指導者の育成を目的とする。 

第 435号 「校務効率化」を実現する校内組織マネジメントの向上（最終報告） 

【企画調整担当・教育 DX担当】 

 学校における働き方改革基本方針に示されている「時間外在校時間月４５時間以内、年３６０時間以内の

教員数の割合を令和６年度末までに１００％に」という目標達成に向け、校務効率化を図り教職員の負担軽

減を目指すことを目的とする。 

※ 『研究報告書』はホームページ（https://www.center.spec.ed.jp/cyousakenkyu）からダウンロードできます。 
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県立総合教育センターのホームページでは、 

授業サポート、教職員研修、教材教具 など、 

様々な教育情報を提供しています。 

 

https://www.center.spec.ed.jp/ 
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